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はじめに

『Oracle VM Server for SPARC 3.0リリースノート』には、今回のリリースの変更
点、サポートされるプラットフォーム、必要なソフトウェアとパッチのマトリック
ス、Oracle VM Server for SPARC 3.0ソフトウェアに影響するバグなど、今回のリ
リースのソフトウェアに関する情報が含まれています。

関連ドキュメント
次の表に、Oracle VM Server for SPARC 3.0リリースで利用できるドキュメントを示し
ます。これらのドキュメントは、特に記載がないかぎり、HTML形式と PDF形式で
利用できます。

表P–1 関連ドキュメント

用途 タイトル

Oracle VM Server for SPARC 3.0ソ
フトウェア

『Oracle VM Server for SPARC 3.0管理ガイド』

『Oracle VM Server for SPARC 3.0セキュリティーガイド』

『Oracle VM Server for SPARC 3.0リファレンスマニュアル』

『Oracle VM Server for SPARC 3.0リリースノート』

Oracle VM Server for SPARC 3.0
drd(1M)および vntsd(1M)マ
ニュアルページ

Oracle Solaris OSリファレンスマニュアル:
■ Oracle Solaris 10 Documentation
■ Oracle Solaris 11.1ドキュメント

Oracle Solaris OS:インストールと
構成

Oracle Solaris OSインストールおよび構成ガイド:
■ Oracle Solaris 10 Documentation
■ Oracle Solaris 11.1ドキュメント
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表 P–1 関連ドキュメント (続き)
用途 タイトル

Oracle VM Server for SPARCおよび
Oracle Solaris OSのセキュリ
ティー

Oracle VM Server for SPARCのホワイトペーパーおよびOracle
Solaris OSセキュリティーガイド:
■ Secure Deployment of Oracle VM Server for SPARC (http://

www.oracle.com/

technetwork/articles/systems-hardware-architecture/

secure-ovm-sparc-deployment-294062.pdf)
■ 『Oracle Solaris 10 Security Guidelines』
■ 『Oracle Solaris 11 Security Guidelines』

使用しているサーバー、ソフトウェア、またはOracle Solaris OSに関連するドキュメ
ントは、http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.htmlで
参照できます。必要なドキュメントや情報を検索するには、「Search」フィールドを
使用します。

Oracle VM Server for SPARCのディスカッションフォーラムへは、http://

forums.oracle.com/forums/forum.jspa?forumID=1047からアクセスできます。

Oracleサポートへのアクセス
OracleユーザーはMy Oracle Supportから電子サポートにアクセスできます。詳細につ
いては、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoにアクセスして
ください。または、聴覚に障害がある場合は http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsにアクセスしてください。

表記上の規則
次の表では、このマニュアルで使用される表記上の規則について説明します。

表P–2 表記上の規則

字体 説明 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力を示しま
す。

.loginファイルを編集します。

ls-aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

はじめに
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表 P–2 表記上の規則 (続き)
字体 説明 例

aabbcc123 可変部分:実際に使用する特定の名前また
は値で置き換えます。

ファイルを削除するには、 rm

filenameと入力します。

AaBbCc123 書名、新しい単語、および強調する単語を
示します。

『ユーザーズガイド』の第 6章
を参照してください。

キャッシュは、ローカルに格納
されたコピーです。

ファイルを保存しないでくださ
い。

注:一部の強調された項目はオン
ラインでは太字で表示されま
す。

コマンド例のシェルプロンプト
次の表に、Oracle Solaris OSに含まれるシェルのUNIXシステムプロンプトおよび
スーパーユーザープロンプトを示します。コマンド例のシェルプロンプトは、標準
ユーザーと特権ユーザーのどちらがコマンドを実行するべきであるのかを示してい
ます。

表P–3 シェルプロンプトについて

シェル プロンプト

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェル

$

スーパーユーザーの Bashシェル、Korn
シェル、および Bourneシェル

#

Cシェル machine_name%

スーパーユーザーのCシェル machine_name#

はじめに
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Oracle VM Server for SPARC 3.0リリース
ノート

このリリースノートでは、今回のリリースの変更点、サポートされるプラット
フォームのリスト、必要なソフトウェアとパッチの一覧、およびその他の関連情報
について説明します。また、Oracle VM Server for SPARC 3.0ソフトウェアに影響する
バグについても説明します。

注 – Oracle VM Server for SPARCの機能は、11ページの「サポートされるプラット
フォーム」に一覧表示されているサポートされるハードウェアプラットフォーム上
で追加および維持されています。ただし、新しい機能は追加されず、既存の機能は
リストから消去されたハードウェアプラットフォームでは維持されません。

一般に、新しいOracle VM Server for SPARCの機能および機能性は、Oracle VM Server
for SPARCソフトウェアがリリースされた時点で、リストに価格が記載されたすべて
のTシリーズサーバーおよび Fujitsu M10システムで利用できますが、すでに最終注
文日が過ぎた SPARCベースのシステムでは利用できません。

このリリースの最新情報
今回のリリースのOracle VM Server for SPARC 3.0ソフトウェアの主な変更点は、次の
とおりです。特に明記されていないかぎり、各機能はサポートされているすべての
プラットフォームで使用可能です。

■ Oracleの SPARC M5-32プラットフォームのサポートを追加します。11ページ
の「サポートされるプラットフォーム」を参照してください。

■ Oracleの SPARC T5プラットフォームのサポートを追加します。11ページの「サ
ポートされるプラットフォーム」を参照してください。

■ Fujitsu M10システムのサポートを追加します。11ページの「サポートされるプ
ラットフォーム」を参照してください。

■ メモリーアフィニティーを処理できるようにリソースアフィニティー機能を拡張
します。

1第 1 章
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この機能は、Oracleの SPARC T3、SPARC T4、SPARC T5、および SPARC M5プ
ラットフォーム、および Fujitsu M10システムでのみサポートされています。

■ サービスプロセッサ (SP)の構成を SPから抽出し、制御ドメイン上にあるブート
セットに格納します。『Oracle VM Server for SPARC 3.0管理ガイド』の第 11
章「ドメイン構成の管理」を参照してください。

この機能は、SPARC T3、SPARC T4、SPARC T5、および SPARC M5プラット
フォームでサポートされています。OracleのUltraSPARC T2およびUltraSPARC T2
Plusプラットフォーム、および Fujitsu M10システムでは、一部の制限付きでサ
ポートされます。

■ Oracle Solaris 10のCPU間移行のサポートを追加します。この機能により、ソース
システムとターゲットシステムのCPUタイプが同一でない場合でも、移行を実行
できます。ldm set-domainコマンドを使用して、CPU-archプロパティーを設定し
ます。

この機能は、SPARC T3、T4プラットフォーム、および Fujitsu M10システムでサ
ポートされています。

■ ドメインのシャットダウンプロセスを拡張します。この機能を使用すると、完全
なシャットダウン (デフォルト)、カーネルのクイック停止、または強制シャット
ダウンのいずれを実行するのかを指定できます。ldm(1M)マニュアルページを参
照してください。

■ ドメインの優先順位に基づいてドメインの順序付きシャットダウンを実行するよ
うに、ドメインシャットダウンプロセスを拡張します。Fujitsu M10付録およ
びldm(1M)のマニュアルページを参照してください。

この機能は Fujitsu M10システムでのみサポートされています。
■ キャパシティーオンデマンドのサポートを追加します。Fujitsu M10システムドメ
イン構築ガイドを参照してください。

この機能は Fujitsu M10システムでのみサポートされています。
■ 障害のあるメモリーとCPUリソースを自動的に検出して、縮退させるサポートを
追加します。Fujitsu M10付録の障害のあるリソースの表示と障害のあるCPUの
自動置換に関するセクションおよびldm(1M)のマニュアルページを参照してくだ
さい。

この機能は Fujitsu M10システムでのみサポートされています。
■ Fujitsu M10システムのハイパーバイザダンプデータを収集するサポートを追加し
ます。Fujitsu M10付録の「ハイパーバイザダンプの収集」およびldm(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

■ ドメインコンソールのロギングのサポートを追加します。Fujitsu M10付録の「ド
メインコンソールのロギング」を参照してください。

この機能はサポートされるすべてのプラットフォームで使用できます。

このリリースの最新情報
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■ Oracle VM Server for SPARC管理情報ベース (Management Information Base、MIB)に
Oracle Solaris 11のサポートを追加します。『Oracle VM Server for SPARC 3.0管理ガ
イド』の第 16章「Oracle VM Server for SPARC管理情報ベース (MIB)ソフトウェア
の使用」を参照してください。

■ ターゲットシステムでパスワードを指定せずに移行プロセスを開始できるように
します。ldm(1M)マニュアルページを参照してください。

■ ソースマシンまたはターゲットマシン (あるいはその両方)で電源管理 (PM)のエ
ラスティックポリシーが有効になっている場合に、ライブ移行機能を有効にしま
す。『Oracle VM Server for SPARC 3.0管理ガイド』の第 9章「ドメインの移行」を
参照してください。

■ ホストマシンで PMのエラスティックポリシーが有効になっている場合に、動的
リソース管理 (DRM)機能を有効にします。『Oracle VM Server for SPARC 3.0管理
ガイド』の「動的なリソース管理の使用」を参照してください。

この機能は、SPARC T3、SPARC T4、SPARC T5、および SPARC M5プラット
フォーム、および Fujitsu M10システムでのみサポートされています。

■ バグの修正。

Oracle VM Server for SPARC (Logical Domains)ソフトウェアのすべてのバージョンで導
入された機能については、What's New in Oracle VM Server for SPARC Software (http://
www.oracle.com/

technetwork/server-storage/vm/documentation/sparc-whatsnew-330281.html)を参照
してください。

システム要件
このセクションでは、Oracle VM Server for SPARCソフトウェアを実行するためのシス
テム要件について説明します。

サポートされるプラットフォーム
ハードウェアプラットフォーム上でOracle VM Server for SPARCソフトウェアの複数
のバージョンがサポートされている場合、バグ修正は最新バージョンのソフト
ウェアにのみ適用されます。プレミアサポートを受けるには、最新のOracle VM
Server for SPARCソフトウェアを使用する必要があります。

プラットフォームのドキュメントは、Oracle Technology Network (http://
www.oracle.com/

technetwork/documentation/sparc-tseries-servers-252697.html)で入手できます。ま
た、さまざまなプラットフォームのソフトウェアスタックに関する情報は、「Sun
System Software Stacks」ページ (http://www.oracle.com/technetwork/systems/
software-stacks/stacks/index.html)で入手できます。

システム要件
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Oracle VM Server for SPARC 3.0ソフトウェアは、次のプラットフォームでサポートさ
れます。

■ Fujitsu Mシリーズサーバー
■ Fujitsu M10システム (Fujitsu M10システムプロダクトノートを参照)

■ SPARC Mシリーズサーバー
■ SPARC M5-32サーバー (SPARC M5-32サーバープロダクトノートを参照)

■ SPARC T5サーバー
■ SPARC T5-1Bサーバー (SPARC T5-1Bサーバープロダクトノートを参照)
■ SPARC T5-2サーバー (SPARC T5-2サーバープロダクトノートを参照)
■ SPARC T5-4サーバー (SPARC T5-4サーバープロダクトノートを参照)
■ SPARC T5-8サーバー (SPARC T5-8サーバープロダクトノートを参照)

■ SPARC T4サーバー
■ SPARC T4-1サーバー (SPARC T4-1サーバープロダクトノートを参照)
■ SPARC T4-2サーバー (SPARC T4-2サーバープロダクトノートを参照)
■ SPARC T4-4サーバー (SPARC T4-4サーバープロダクトノートを参照)
■ SPARC T4-1Bサーバー (SPARC T4-1Bサーバープロダクトノートを参照)
■ Netra SPARC T4-1サーバー (Netra SPARC T4-1サーバーのプロダクトノートを参
照)

■ Netra SPARC T4-2サーバー (Netra SPARC T4-2サーバーのプロダクトノートを参
照)

■ Netra SPARC T4-1Bサーバー (Netra SPARC T4-1Bサーバープロダクトノートを
参照)

■ SPARC T3サーバー
■ SPARC T3-1サーバー (SPARC T3-1サーバープロダクトノートを参照)
■ SPARC T3-2サーバー (SPARC T3-2サーバープロダクトノートを参照)
■ SPARC T3-4サーバー (SPARC T3-4サーバープロダクトノートを参照)
■ SPARC T3-1Bサーバー (SPARC T3-1Bサーバーモジュールプロダクトノートを
参照)

■ Netra SPARC T3-1サーバー (Netra SPARC T3-1サーバープロダクトノートを参
照)

■ Netra SPARC T3-1Bサーバー (Netra SPARC T3-1Bサーバープロダクトノートを
参照)

■ Netra SPARC T3-1BAサーバー (Netra SPARC T3-1BAサーバープロダクトノート
を参照)

■ UltraSPARC T2 Plusサーバー
■ Oracle Sun SPARC Enterprise T5140およびT5240サーバー (Sun SPARC Enterprise

T5140/T5240サーバー管理ガイドを参照)
■ Oracle Sun SPARC Enterprise T5440サーバー (Sun SPARC Enterprise T5440
サーバー管理ガイドを参照)
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■ Oracle Sun Blade T6340サーバーモジュール (Sun Blade T6340サーバーモ
ジュールプロダクトノートを参照)

■ Oracle Netra T5440サーバー (Sun Netra T5440サーバープロダクトノートを参照)
■ Oracle Sun Netra T6340サーバーモジュール (Sun Netra T6340サーバーモ
ジュールプロダクトノートを参照)。

■ UltraSPARC T2サーバー
■ Oracle Sun SPARC Enterprise T5120およびT5220サーバー (Sun SPARC Enterprise

T5120/T5220サーバー管理ガイドを参照)
■ Oracle Sun Blade T6320サーバーモジュール (Sun Blade T6320サーバーモ
ジュールプロダクトノートを参照)

■ Oracle Netra T5220サーバー (Sun Netra T5220サーバープロダクトノートを参照)
■ Oracle Netra CP3260 Blade (Netra CP3260 Bladeサーバープロダクトノートを参照)

必須のソフトウェアとパッチ
このセクションでは、Oracle VM Server for SPARC 3.0ソフトウェアを使用するための
必須のソフトウェアとパッチを示します。

注意 –個々のソフトウェアおよびファームウェアコンポーネントの古いバージョンに
ダウングレードしないでください。このようなダウングレードは、予期しない動作
や障害の原因となる可能性があるため、お勧めしません。

必須および推奨されるOracle Solaris OSバージョン
Oracle VM Server for SPARC 3.0ソフトウェアのすべての機能を使用するには、すべて
のドメイン上のオペレーティングシステム (OS)を、少なくともOracle Solaris 10 8/11
OSまたはOracle Solaris 11.1 Support Repository Update 1 (SRU 1)にするようにしてくだ
さい。このOSは、Oracle Solaris 10 8/11 OSまたはOracle Solaris 11.1 OSの初期インス
トール、またはこれらのOSへのアップグレードのどちらでもかまいません。

各ドメインタイプでのOracle Solaris 11 OSの最小バージョンは、Oracle Solaris 11.1で
す。次の表に、以前のリリースのOracle Solaris 10 OSでOracle VM Server for SPARC 3.0
の機能を使用するために必要なパッチを示します。

サポートされるサーバープラットフォームの最小のOracle Solaris OSバージョンにつ
いては、http://www.oracle.com/

technetwork/documentation/oracle-sparc-ent-servers-189996.htmlで、お使いの
サーバープラットフォームのデータシートを参照してください。
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表 1–1 Oracle Solaris OSの古いバージョン用のパッチと、パッチが必要なドメイン

パッチ ID 制御ドメイン
サービスドメイ
ン I/Oドメイン ゲストドメイン

141514-02 (vntsd) X X

144500-19 (Oracle Solaris 10 8/11機能の
カーネル更新)

X X X X

148233-02 (Oracle Solaris 10
8/11、SR-IOV、およびDIOのみ)

X X X

148322-07 (Oracle Solaris 10 1/13 ixgbe) X X X

148324-06 (Oracle Solaris 10 1/13
ixgbevf)

X X X

148888-01 (Oracle Solaris 10 1/13カーネ
ル更新)

X X X

148889-01 (Oracle Solaris 10 1/13カーネ
ル更新)

X X X

149644-01 (Oracle Solaris 10 1/13 fmd) X X X

150107-01 (Oracle Solaris 10 1/13 ds) X X X X

注 –このパッチリストに示しているのは、最低限必要なパッチリビジョンです。同じ
パッチの、これよりも新しいリビジョンをインストールしてもかまいません。

Oracle VM Server for SPARC 3.0の機能を有効にするための必須ソフ
トウェア
すべてのOracle VM Server for SPARC 3.0機能を有効にするには、次のプラット
フォームで必要なシステムファームウェアバージョンを実行している必要がありま
す。

UltraSPARC T2サーバー バージョン 7.4.2以上のシステムファームウェアを実
行します。

UltraSPARC T2 Plusサーバー バージョン 7.4.2以上のシステムファームウェアを実
行します。

SPARC T3サーバー バージョン 8.2.1.b以上のシステムファームウェアを
実行します。

SPARC T4サーバー バージョン 8.2.1.b以上のシステムファームウェアを
実行します。
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このファームウェアは、SPARC T4にプリインストールされています。SPARC T5プ
ラットフォーム、SPARC M5プラットフォーム、および Fujitsu M10システムに必要
なファームウェアはお使いのシステムにプリインストールされています。必要な
Oracle Solaris OSバージョンについては、13ページの「必須および推奨されるOracle
Solaris OSバージョン」を参照してください。

注 – SPARC T3および SPARC T4システムのシステムファームウェアは、いくつかの移
行の問題に対処するため、バージョン 8.2.2に更新されました。

必須および推奨されるシステムファームウェアパッチ
Oracle VM Server for SPARC 3.0のすべての機能を利用するには、Oracleの SPARC Tシ
リーズサーバーで実行されているシステムファームウェアのパッチのリビジョン
が、Oracle Solaris 10およびOracle Solaris 11.1システムにインストール可能な次に示す
もの以上であることを確認してください。

147307-07 Sun SPARC Enterprise T5120およびT5220サーバー

147308-05 Sun Blade T6320サーバーモジュール

147309-06 Netra T5220サーバー

147310-07 Sun SPARC Enterprise T5140およびT5240サーバー

147311-05 Sun SPARC Enterprise T5440サーバー

147312-06 Sun Blade T6340サーバーモジュール

147313-06 Netra T5440サーバー

147314-06 Sun Netra T6340サーバーモジュール

148816-02 SPARC T3-1サーバー

148817-02 SPARC T3-2サーバー

148818-02 SPARC T3-4サーバー

148819-02 SPARC T3-1Bサーバー

148820-03 Netra SPARC T3-1サーバー

148821-02 Netra SPARC T3-1Bサーバー

148822-03 SPARC T4-1サーバー

148823-03 SPARC T4-2サーバー

148824-03 SPARC T4-4サーバー

148825-02 SPARC T4-1Bサーバー
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148826-03 Netra SPARC T4-1サーバー

148827-02 Netra SPARC T4-2サーバー

148828-02 Netra SPARC T4-1Bサーバー

ソフトウェアの最小要件のバージョン
Oracle VM Server for SPARC 3.0ソフトウェアと少なくとも最小バージョンのその他の
ソフトウェアコンポーネントの実行がサポートされています。最小要件だけを満た
している構成では、Oracle VM Server for SPARC 3.0ソフトウェアの一部の機能が使用
できない可能性があります。本稼働環境での最高の結果を得るため、14ページ
の「Oracle VM Server for SPARC 3.0の機能を有効にするための必須ソフトウェア」に
記載されている推奨されるバージョンのシステムファームウェア、およびOracle
Solaris 10 8/11 OS、Oracle Solaris 11 OS、またはOracle Solaris 11.1 OSで実行することを
お勧めします。

代わりのOS戦略として次のいずれかを行います。

■ 制御ドメインとサービスドメインをOracle Solaris 10 8/11 OS (または SPARC T4シス
テムの場合はOracle Solaris 11 OS)にアップグレードします。

■ 表 1–1に示されているパッチを適用します。

ゲストドメインは引き続き既存のパッチレベルで実行できます。

Oracle VM Server for SPARC 3.0パッケージは、少なくとも次のバージョンのソフト
ウェアが実行されているシステムに適用できます。ソフトウェアの最小要件の
バージョンは、プラットフォームに固有であり、マシンのCPUの要件に応じて異な
ります。特定のCPUタイプに対して最小要件となるOracle Solaris OSのバージョン
は、すべてのドメインタイプ (制御、サービス、I/O、およびゲスト)に適用されま
す。サポートされるサーバープラットフォームの最小のOracle Solaris OSバージョン
については、使用しているサーバープラットフォームのデータシートを参照してく
ださい。 http://www.oracle.com/

technetwork/documentation/oracle-sparc-ent-servers-189996.html

■ SPARC T4サーバー: 8.1.1
■ SPARC T3サーバー: 8.1.x
■ UltraSPARC T2 Plusサーバー: 7.4.x
■ UltraSPARC T2サーバー: 7.4.x

SPARC T5プラットフォーム、SPARC M5プラットフォーム、および Fujitsu M10シス
テムに必要なシステムファームウェアはシステムにプリインストールされていま
す。最小のOracle Solaris OSバージョンについては、SPARC T5、SPARC M5、および
Fujitsu M10システムのデータシートを参照してください。
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注 –ゲストドメインでは、プラットフォームでサポートされているすべてのOS
バージョンを実行できます。

直接 I/Oのハードウェア要件とソフトウェア要件
直接 I/O (DIO)機能を使用してドメインに直接 I/Oデバイスを割り当てるには、適切
なソフトウェアを実行することと、サポートされている PCIeカードを使用すること
が必要です。

■ ハードウェア要件。I/Oドメイン上で直接 I/Oエンドポイントデバイスとして使用
できるのは、特定の PCIeカードのみです。それ以外のカードをOracle VM Server
for SPARC環境で使用することもできますが、DIO機能とともに使用できませ
ん。代わりに、サービスドメインに使用することや、ルートコンプレックス全体
が割り当てられた I/Oドメインに使用することは可能です。
使用しているプラットフォームで使用できるカードを確認するには、プラット
フォームのハードウェアドキュメントを参照してください。サポートされる PCIe
カードの最新のリストについては、https://support.oracle.com/

CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&doctype=REFERENCE&id=1325454.1を参照して
ください。

■ ソフトウェア要件。DIO機能を使用するには、次のドメインで、サポートされる
OSが実行されている必要があります。
■ primaryドメイン。少なくともOracle Solaris 10 9/10 OSおよびパッチ ID

145868-01またはOracle Solaris 11 OS。
■ I/Oドメイン。プラットフォームでサポートされている任意のOracle Solaris

OS。

PCIe SR-IOVのハードウェアおよびソフトウェア要件
PCIe SR-IOV機能は、SPARC T3、SPARC T4、SPARC T5、および SPARC M5プラット
フォームでサポートされています。

■ ハードウェア要件。SR-IOV機能を使用するには、オンボードの PCIe SR-IOVデバ
イスや PCIe SR-IOV差し込み式カードを使用できます。サポートされるオン
ボードのデバイスは、Intel 1-Gbps Ethernetネットワークデバイスです。
使用しているプラットフォームで使用できるカードを確認するには、プラット
フォームのハードウェアドキュメントを参照してください。サポートされる PCIe
カードの最新のリストについては、https://support.oracle.com/

CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&doctype=REFERENCE&id=1325454.1を参照して
ください。
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■ ファームウェア要件。SR-IOV機能を使用するには、SPARC T3および SPARC T4シ
ステムで、少なくともバージョン 8.2.0のシステムファームウェアが実行されてい
る必要があります。

SR-IOV機能を使用するには、PCIe SR-IOVデバイスで、少なくともバージョン
3.01のデバイスファームウェアが実行されている必要があります。Sun Dual
10-Gigabit Ethernet SFP+ PCIe 2.0ネットワークアダプタのファームウェアを更新す
るには、次の手順を実行します。

1. デバイス上の FCodeバージョンをアップグレードする必要があるかどうかを
判断します。

okプロンプトから、次のコマンドを実行します。

{0} ok cd path-to-device
{0} ok .properties

出力の version値は、次のいずれかである必要があります。

LP Sun Dual 10GbE SFP+ PCIe 2.0 LP FCode 3.01 4/2/2012

PEM Sun Dual 10GbE SFP+ PCIe 2.0 EM FCode 3.01 4/2/2012

FEM Sun Dual 10GbE SFP+ PCIe 2.0 FEM FCode 3.01 4/2/2012
2. My Oracle Support (https://support.oracle.com/

CSP/ui/flash.html#tab=PatchHomePage(page=PatchHomePage&id=h0wvdxy6()))か
ら、パッチ ID 13932765をダウンロードします。

3. パッチをインストールします。
パッチパッケージには、ツールを使用してアップグレードを実行する方法を説
明したドキュメントが含まれています。

■ ソフトウェア要件。SR-IOV機能を使用するには、次のドメインで、サポートされ
るOracle Solaris OSが実行されている必要があります。
■ primaryドメインで、Oracle Solaris 11 OS (少なくとも Support Repository Update 7

(SRU 7))またはOracle Solaris 10 1/13 OSが実行されている必要があります。
■ I/Oドメインでは、少なくとも SRU 7を含むOracle Solaris 10 9/10 OS、Oracle

Solaris 10 8/11 OS、またはOracle Solaris 11 OSを実行できます。Oracle Solaris 10
9/10リリースとOracle Solaris 10 8/11リリースの場合は、それぞれ仮想機能ドラ
イバのパッチ igbvfと ixgbevf (148225と 148227)をインストールします。
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Oracle VM Server for SPARC 3.0ソフトウェアの場所
Oracle Solaris 10 OSとOracle Solaris 11 OSの両方の最新パッケージを入手できま
す。Oracle VM Server for SPARCソフトウェアは、デフォルトではOracle Solaris 11 OS
に同梱されていることに注意してください。

■ Oracle Solaris 10 OS。「My Oracle Support」から OVM_Server_SPARC-3_0.zip

パッケージをダウンロードします。『Oracle VM Server for SPARC 3.0管理ガイ
ド』の「Logical Domains Managerソフトウェアをダウンロードする方法 (Oracle
Solaris 10)」を参照してください。

■ Oracle Solaris 11 OS。ldomsmanagerパッケージは、Oracle Solaris 11 Support
RepositoryまたはMy Oracle Supportから入手します。『Oracle VM Server for
SPARC 3.0管理ガイド』の「Oracle VM Server for SPARC 3.0ソフトウェアにアップ
グレードする方法 (Oracle Solaris 11)」を参照してください。
Support Repository Updatesを使用してOracle Solaris 11システムを更新する方法
(http://www.oracle.com/
technetwork/articles/servers-storage-admin/

o11-018-howto-update-s11-1572261.html)および Image Packaging Systemを使用して
Oracle Solaris 11.1を更新する方法 (http://www.oracle.com/
technetwork/articles/servers-storage-admin/

howto-update-11dot1-ips-1866781.html)の記事も参照してください。

Oracle Solaris 10の場合は、ダウンロードした OVM_Server_SPARC-3_0.zipファイルには
次のものが含まれています。

■ Oracle VM Server for SPARC 3.0ソフトウェア (SUNWldm.v)
■ SUNWldm.vパッケージ内の ldm(1M)、ldmconfig(1M)、および ldmd(1M)のマニュア
ルページ (このパッケージがインストールされるときにインストールされます)

■ Oracle VM Server for SPARC 3.0ソフトウェアのインストールスクリプト
(install-ldm)

■ Oracle VM Server for SPARC管理情報ベース (SUNWldmib)
■ 物理から仮想への変換ツール (SUNWldmp2v)

zipファイルのディレクトリ構造は次のようになります。

OVM_Server_SPARC-3_0/

Install/

install-ldm

Product/

Japanese/

README.txt

SUNWjldm.v

SUNWjldmp2v

SUNWldm.v

SUNWldmib
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SUNWldmp2v

README.txt

パッチの場所
使用しているプラットフォームのシステムファームウェアは、http://

www.oracle.com/technetwork/systems/patches/firmware/index.htmlから入手できま
す。

必要な Logical Domains ManagerおよびOracle Solaris OSのパッチは、http://

support.oracle.comから入手できます。

ドキュメントの場所
Oracle VM Server for SPARC 3.0管理ガイド、Oracle VM Server for SPARC 3.0リファレン
スマニュアル、およびこのドキュメントは、次から入手できます。

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/vm-sparc-194287.html

Oracle Solaris 10 OSの場合は、Oracle VM Server for SPARC 3.0のマニュアルページ
は、SUNWldm.vおよび SUNWldmp2vパッケージの一部としてシステムにインストールさ
れます。マニュアルページの日本語翻訳は、SUNWjldm.vおよび SUNWjldmp2v

パッケージとともにOracle Solaris 10システムにインストールできます。

Oracle Solaris 11 OSの場合、Oracle VM Server for SPARC 3.0のマニュアルページおよび
日本語翻訳は、ldomsmanagerパッケージの一部としてシステムにインストールされ
ます。

Oracle Solaris OSの詳細については、Oracle Technology Networkで次のライブラリを参
照してください。

■ Oracle Solaris 10ドキュメント (http://www.oracle.com/technetwork/
documentation/solaris-10-192992.html)

■ Oracle Solaris 11ドキュメント (http://www.oracle.com/technetwork/
documentation/solaris-11-192991.html)

関連ソフトウェア

オプションのソフトウェア
Oracle VM Server for SPARC管理情報ベース (Management Information Base、MIB)ソフ
トウェアは、サードパーティーのアプリケーションでリモート監視やいくつかの制
御操作を実行できるようにするのに役立ちます。詳細については、『Oracle VM

関連ソフトウェア
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Server for SPARC 3.0管理ガイド』の第 16章「Oracle VM Server for SPARC管理情報
ベース (MIB)ソフトウェアの使用」を参照してください。

Logical Domains Managerとともに使用できるソフ
トウェア
このセクションでは、Logical Domainsソフトウェアに対応しており、Logical Domains
ソフトウェアとともに使用できるソフトウェアについて説明します。使用している
バージョンの Logical Domainsソフトウェアおよびプラットフォームで使用可能なソ
フトウェアのバージョン番号を、そのソフトウェアのドキュメントまたは使用して
いるプラットフォームのドキュメントで必ず確認してください。

■ Oracle VM Managerは、Oracle VM環境を管理する際に使用可能なWebベースの
インタフェースです。このユーザーインタフェースの以前のバージョンで
は、Oracle VM Server x86ソフトウェアしか管理されませんでしたが、Oracle VM
Manager 3.2.1およびOracle VM Server for SPARC 3.0以降では、Oracle VM Server for
SPARCソフトウェアも管理できます。Oracle VM Managerの詳細は、Oracle VMの
ドキュメント (http://www.oracle.com/technetwork/documentation/
vm-096300.html)を参照してください。

■ SunVTS機能は、特定の Logical Domainsソフトウェアリリースおよび特定のプ
ラットフォーム上の制御ドメインとゲストドメインで使用できます。SunVTS
(Sun Validation Test Suite)は、Oracle Sunサーバー上のほとんどのハードウェアコ
ントローラとデバイスの接続や適切な機能を確認することによってOracle Sun
ハードウェアをテストおよび検証する包括的な診断ツールを提供します。SunVTS
の詳細については、SunVTS 7.0ソフトウェアを参照してください。

■ Explorer Data Collectorは、制御ドメイン上で Logical Domains Managerソフト
ウェアが有効になっている場合に使用できます。Explorerは診断データ収集
ツールです。このツールは、シェルスクリプトといくつかのバイナリ実行可能
ファイルで構成されています。詳細については、Oracle Explorerユーザーズガイ
ド (http://docs.oracle.com/cd/E19957-01/819-6613/819-6613.pdf)を参照してくだ
さい。

■ Oracle Solaris Clusterソフトウェアは、いくつかの制限付きでゲストドメインで使
用できます。制限およびOracle Solaris Clusterソフトウェアの一般的な概要につい
ては、Oracle Solaris Clusterのドキュメントを参照してください。Logical Domains
1.2以降およびOracle Solaris Cluster 11/09以降のリリースでは、Oracle Solaris
Clusterフェイルオーバーエージェントを使用して、論理ドメインをリソースとし
て管理することもできます。

■ Oracle Enterprise Manager Ops Centerを使用すると、物理および仮想システムリ
ソースを管理できます。このソリューションによって、リソースの検出と監視が
単純化され、オペレーティングシステムとファームウェアのプロビジョニングが
可能になります。また、更新とパッチの包括的な管理が実行され、Oracle Solaris
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Containersや Logical Domainsなどの仮想環境が管理されるとともに、電源投入か
ら本稼働までのハードウェア管理がサポートされます。詳細については、http://

www.oracle.com/us/products/enterprise-manager/index.htmlを参照してくださ
い。

Logical Domainsソフトウェアと相互作用するシス
テムコントローラソフトウェア
次のシステムコントローラ (System Controller、SC)ソフトウェアは、Oracle VM Server
for SPARC 3.0ソフトウェアと相互作用します。

■ Sun Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0は、SPARC Tシリーズおよび SPARC
M5システムを監視、管理、および構成するために使用できるシステム管理
ファームウェアです。ILOMはこれらのプラットフォームにプリインストールさ
れており、Oracle VM Server for SPARC 3.0ソフトウェアが利用可能な、サポートさ
れているサーバーで使用できます。ILOMをサポートするOracle Sunラックマウ
ント型サーバーやブレードサーバーに共通の機能およびタスクについて
は、『Sun Integrated Lights Out Manager 3.0ユーザーズガイド』を参照してくださ
い。使用しているサーバープラットフォームに固有な ILOMの機能およびタスク
については、ほかのユーザードキュメントに記載されています。ILOMのプ
ラットフォーム固有の情報は、システムに付属のドキュメントセットで確認でき
ます。

■ Netra Data Plane Software Suiteは、完全なボード用ソフトウェアパッケージソ
リューションです。このソフトウェアは、Sun CMTプラットフォームのマルチス
レッドパーティション分割ファームウェアの上部に、最適化された迅速な開発お
よび実行環境を提供します。Logical Domains Managerには、このソフトウェアと
ともに使用するいくつかの ldmサブコマンド
(add-vdpcs、rm-vdpcs、add-vdpcc、および rm-vdpcc)が含まれています。このソ
フトウェアの詳細については、http://docs.oracle.com/cd/E19282-01/にあるド
キュメントを参照してください。

■ Fujitsu M10システム eXtended System Control Facility (XSCF)は、Fujitsu M10シス
テムを監視、管理、および構成するために使用できるシステム管理ファーム
ウェアです。XSCFはこれらのプラットフォームにプリインストールされてお
り、Oracle VM Server for SPARC 3.0ソフトウェアを有効にして使用できます。この
ソフトウェアの詳細については、Fujitsu M10システムシステム運用・管理ガイド
および Fujitsu M10システムXSCFリファレンスマニュアルを参照してください。
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Oracle VM Server for SPARC 3.0ソフトウェアへのアップグ
レード

注意 –個々のソフトウェアおよびファームウェアコンポーネントの古いバージョンに
ダウングレードしないでください。このようなダウングレードは、予期しない動作
や障害の原因となる可能性があるため、お勧めしません。

Logical Domains 1.0.1以降のリリースでは、Oracle VM Server for SPARC 3.0ソフト
ウェアにアップグレードできます。『Oracle VM Server for SPARC 3.0管理ガイ
ド』の「Oracle VM Server for SPARC 3.0ソフトウェアにアップグレードする方法
(Oracle Solaris 10)」または『Oracle VM Server for SPARC 3.0管理ガイド』の「Oracle
VM Server for SPARC 3.0ソフトウェアにアップグレードする方法 (Oracle
Solaris 11)」を参照してください。

注 – Logical Domains 1.3から、UltraSPARC T1プラットフォームはサポートされなくな
りました。それ以前のリリースの Logical Domainsソフトウェアでは、このプラット
フォームは引き続きサポートされます。デフォルトでは、Oracle Solaris 11 OSには
バージョン 2.2の Logical Domains Managerが含まれています。

Logical Domains Manager 3.0はUltraSPARC T1システムではサポートされていません。

Oracle VM Server for SPARC 3.0リリースで非推奨となった
機能

XML v2インタフェースは、Oracle VM Server for SPARC 1.2リリースで非推奨となった
ため、このOracle VM Server for SPARCリリースではサポートされなくなりました。

このソフトウェアリリースでは、次のOracle VM Server for SPARC機能が非推奨とな
り、いつでも製品から削除される可能性があります。

■ Oracle Solaris 11.1では、Oracle VM Server for SPARC vswドライバのネットワークイ
ンタフェース機能が非推奨となりました。Oracle VM Server for SPARC vswドライ
バは、引き続きゲストドメインに仮想ネットワークスイッチ機能を提供しま
す。『Oracle VM Server for SPARC 3.0管理ガイド』の「Oracle Solaris 11ネット
ワークの概要」を参照してください。

注 –ネットワークインタフェース機能は、引き続きOracle Solaris 10サービスドメ
インでサポートされます。
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■ SPARC T4プラットフォームで単一スレッドのワークロードを管理するために
threadingプロパティーを max-ipcに設定することが非推奨となりました。デ
フォルトでは、ドメインが最大スループットに対応するように作成され、Oracle
Solaris OSが自動的にクリティカルなスレッドAPIを使用して単一スレッドの
ワークロード用に最適化します。

■ add-vcpu、set-vcpu、および rm-vcpuサブコマンドの -cオプションを使用して
ハードパーティション分割を管理することが非推奨となりました。代わり
に、add-core、set-core、または rm-coreサブコマンドを使用して、コア全体を
割り当ててください。また、CPUキャップ (max-cores)を指定するに
は、add-domainまたは set-domainサブコマンドを使用します。

■ ハイブリッド I/O機能の使用が非推奨となり、Single-Root I/O Virtualization
(SR-IOV)機能の使用が推奨されるようになりました。

■ 非協調的な移行機能の使用が非推奨となり、ライブ移行機能の使用が推奨される
ようになりました。

既知の問題
このセクションでは、Oracle VM Server for SPARC 3.0ソフトウェアに関する一般的な
問題と固有のバグについて説明します。

一般的な問題
このセクションでは、Oracle VM Server for SPARCソフトウェアの今回のリリースに関
する一般的な既知の問題のうち、特定のバグ番号でカバーされないものについて説
明します。回避方法がある場合は、一緒に記載しています。

Oracle Solaris 10 5/08 OSより古いOracle Solaris 10 OSからのアップ
グレード
制御ドメインがOracle Solaris 10 5/08 OSより古い (または、パッチ 127127-11が適用さ
れていない) Oracle Solaris 10 OSバージョンからアップグレードされる場合や、ボ
リュームマネージャーのボリュームが仮想ディスクとしてエクスポートされた場合
は、Logical Domains Managerがアップグレードされたあと、options=sliceを使用し
て仮想ディスクバックエンドを再エクスポートする必要があります。『Oracle VM
Server for SPARC 3.0管理ガイド』の「ボリュームのエクスポートおよび下位互換
性」を参照してください。
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サービスプロセッサとシステムコントローラは読み替え可能な用
語
Oracle VM Server for SPARCのドキュメントでは、サービスプロセッサ (Service
Processor、SP)とシステムコントローラ (System Controller、SC)という用語は同じ意
味で使用されます。

特定の条件で、ゲストドメインの Solaris Volume Manager構成ま
たはメタデバイスが失われることがある
サービスドメインがOracle Solaris 10 8/11より前のバージョンのOracle Solaris 10 OSで
動作しており、ゲストドメインに仮想ディスクとして物理ディスクスライスをエク
スポートしている場合、このゲストドメインではその仮想ディスクが不適切なデバ
イス IDで表示されます。その後、このサービスドメインをOracle Solaris 10 8/11に
アップグレードすると、このゲストドメインでは、仮想ディスクとしてエクス
ポートされた物理ディスクスライスはデバイス IDがない状態で表示されます。

仮想ディスクのデバイス IDを削除すると、仮想ディスクのデバイス IDを参照しよ
うとするアプリケーションで問題が発生する可能性があります。特に、Solaris
Volume Managerはその構成を検索したり、そのメタデバイスにアクセスしたりでき
なくなる可能性があります。

回避方法:サービスドメインをOracle Solaris 10 8/11にアップグレードしたあと、ゲス
トドメインが Solaris Volume Manager構成またはメタデバイスを検出できない場合
は、次の手順を実行します。

▼ ゲストドメインの Solaris Volume Manager構成またはメタデバイ
スの検索方法

ゲストドメインをブートします。

次の行を /kernel/dr/md.confファイルに追加することによって、Solaris Volume
Managerの devid機能を無効にします。
md_devid_destroy=1;

md_keep_repl_state=1;

ゲストドメインをリブートします。

ドメインがブートされたあと、Solaris Volume Manager構成とメタデバイスを検出で
きるようになるはずです。

Solaris Volume Manager構成をチェックして、それが正しいことを確認します。

1

2

3

4
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手順 2で追加した 2行を /kernel/drv/md.confファイルから削除することに
よって、Solaris Volume Manager devid機能をふたたび有効にします。

ゲストドメインをリブートします。

リブート時に次のようなメッセージが表示されます。
NOTICE: mddb: unable to get devid for ’vdc’, 0x10

これらのメッセージは正常で、問題を報告するものではありません。

論理ドメインチャネルと Logical Domains
論理ドメインで使用できる論理ドメインチャネル (LDC)の数には制限がありま
す。LDCの制限は次のとおりです。

UltraSPARC T2、SPARC T3-1、SPARC T3-1B、SPARC T4-1、および SPARC T4-1B
サーバー

LDCの制限は 512です。

UltraSPARC T2 Plus、その他の SPARC T3および SPARC T4サーバー、SPARC
T5、SPARC M5、および Fujitsu M10システム

LDCの制限は 768です。

この制限が問題になるのは制御ドメインのみです。これは、制御ドメインには I/Oサ
ブシステムの少なくとも一部が割り当てられているためです。また、仮想 I/Oデータ
通信と Logical Domains Managerによるほかの論理ドメインの制御の両方の目的で多
数の LDCが作成される可能性がある場合も、この制限が問題になることがありま
す。

サービスの追加やドメインのバインドを実行しようとすると LDCチャネルの数が制
御ドメインで制限を超えるため、処理は失敗し、次のようなエラーメッセージが表
示されます。

13 additional LDCs are required on guest primary to meet this request,

but only 9 LDCs are available

同じ仮想スイッチに接続されている仮想ネットワークデバイスが多数存在する場合
は、ldm add-vswまたは ldm set-vswコマンドを使用して inter-vnet-link=offを設定
することによって、割り当てられている LDCチャネルの数を減らすことができま
す。このプロパティーが offに設定されていると、LDCチャネルは inter-vnet通信に
使用されません。代わりに、LDCチャネルは仮想ネットワークデバイスと仮想ス
イッチデバイス間の通信のみに割り当てられます。ldm(1M)マニュアルページを参照
してください。

注 – inter-vnetチャネルの割り当てを無効にして LDCの数を減らすことはできます
が、ゲスト間ネットワークパフォーマンスに悪影響を与える可能性があります。

5

6
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次のガイドラインによって、制御ドメインで LDC機能がオーバーフローする可能性
のある構成を作成することを防止できます。

1. 制御ドメインは、ハイパーバイザ、障害管理アーキテクチャー (Fault Management
Architecture、FMA)、およびシステムコントローラ (System Controller、SC)とのさ
まざまな通信用に、約 15個の LDCを割り当てます。これは、構成済みのほかの
論理ドメインの数には依存しません。制御ドメインによって割り当てられる LDC
チャネルの数は、プラットフォーム、および使用されているソフトウェアの
バージョンによって異なります。

2. 制御ドメインは、制御ドメイン自身を含む各論理ドメインに対して、制御トラ
フィック用に LDCを 1つ割り当てます。

3. 制御ドメインの各仮想 I/Oサービスは、そのサービスに接続されているクライア
ントごとに LDCを 1つ使用します。

たとえば、制御ドメインが 1つとそれ以外の論理ドメインが 8つある場合について考
えます。各論理ドメインには少なくとも次のものが必要です。

■ 仮想ネットワーク
■ 仮想ディスク
■ 仮想コンソール

ガイドラインに従うと、次のような結果になります。丸括弧内の数字は、値の算出
に用いた前述のガイドラインの番号に対応しています。

15 (1)＋ 9 (2)＋ 8 × 3 (3)＝ LDCの合計数 48

次に、ドメインの数が 8ではなく 45で、各ドメインに 5つの仮想ディスク、5つの仮
想ネットワーク、および 1つの仮想コンソールがある場合について考えます。この
場合、数式は次のようになります。

15＋ 46＋ 45 × 11＝ LDCの合計数 556

使用するプラットフォームでサポートされる LDCの数に応じて、Logical Domains
Managerが構成を受け入れるか拒否するかが決まります。

メモリーサイズの要件
Oracle VM Server for SPARCソフトウェアでは、ドメインを作成するときのメモリーサ
イズの制限はありません。メモリーサイズの要件は、ゲストオペレーティングシス
テム特有のものです。Oracle VM Server for SPARCの機能によっては、現在のメモ
リー容量が推奨サイズより少ないと動作しない場合があります。Oracle Solaris 10 OS
の推奨されるメモリー要件と最小メモリー要件については、『Oracle Solaris 10 8/11
Installation Guide: Planning for Installation and Upgrade』の「System Requirements and
Recommendations」を参照してください。Oracle Solaris 11 OSの推奨されるメモリー要
件と最小メモリー要件については、『Oracle Solaris 11 Release Notes』および『Oracle
Solaris 11.1 Release Notes』を参照してください。
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OpenBoot PROMには、ドメインの最小サイズの制限があります。現在、制限値は
12Mバイトです。このサイズより小さいドメインが存在すると、Logical Domains
Managerはそのドメインのサイズを自動的に 12Mバイトに引き上げます。Fujitsu M10
システムの最小サイズ制限は 256Mバイトです。メモリーサイズの要件について
は、使用しているシステムファームウェアのリリースノートを参照してください。

メモリー動的再構成 (Dynamic Reconfiguration、DR)機能では、操作に関与するメモ
リーのアドレスとサイズが 256Mバイト単位であることが要求されます。『Oracle
VM Server for SPARC 3.0管理ガイド』の「メモリー配置」を参照してください。

多数のドメインのブート
ブートできるドメインの数は、プラットフォームに応じて次のように異なります。

■ Fujitsu M10システムで最大 256
■ 物理ドメインあたり SPARC M5システムで最大 128
■ SPARC T5システムで最大 128
■ SPARC T4サーバーで最大 128
■ SPARC T3サーバーで最大 128
■ UltraSPARC T2 Plusサーバーで最大 128
■ UltraSPARC T2 Plusサーバーで最大 64

未割り当ての仮想CPUを使用できる場合は、それらをサービスドメインに割り当て
て、仮想 I/Oリクエストの処理に役立てます。32を超えるドメインを作成する場合
は、サービスドメインに 4 - 8個の仮想CPUを割り当ててください。ドメインの最大
構成ではサービスドメインにCPUが 1つしか含まれない場合、ドメインを構成して
使用する際は、この単一のCPUに余分な負荷を与えないようにします。仮想ス
イッチ (vsw)サービスは、マシン内で使用可能なすべてのネットワークアダプタに分
散させてください。たとえば、Sun SPARC Enterprise T5240サーバー上で 128ドメイン
をブートする場合は、4つの vswサービスを作成し、各サービスに 32の仮想ネット
(vnet)インスタンスを割り当てます。vswサービスあたり 32を超える vnetインスタ
ンスを割り当てると、サービスドメインでハードハングが発生することがありま
す。

最大構成を実行するには、ゲストドメインをサポートするために適切な量のメモ
リーがマシンに必要です。このメモリー量は、使用しているプラットフォームとOS
によって異なります。使用しているプラットフォームのドキュメントについて
は、『Oracle Solaris 10 8/11 Installation Guide: Planning for Installation and Upgrade
』、『Installing Oracle Solaris 11 Systems』、および『Installing Oracle Solaris 11.1
Systems』を参照してください。

ドメインで使用されている vswサービスが複数のドメイン内の多数の仮想ネット
ワークにサービスを提供していると、ゲストドメイン内のメモリーやスワップ空間
の使用率が増加します。この増加は、vswに接続されているすべての vnet間のピア
ツーピアリンクによるものです。サービスドメインでは、追加のメモリーを設定す
ると役立ちます。64を超えるドメインを実行する場合の推奨される最小サイズは 4G
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バイトです。10以下のドメインをグループにまとめて起動し、ブートが完了するま
で待機してから次のグループを起動します。この方法は、ドメインにオペ
レーティングシステムをインストールする際にも適用されます。リンクの数
は、inter-vnetチャネルを無効にすることで減らすことができます。『Oracle VM
Server for SPARC 3.0管理ガイド』の「Inter-Vnet LDCチャネル」を参照してくださ
い。

Logical Domainsシステムの正常な停止と電源の再投入
構成を SCに保存したあとで構成に変更を加えた場合は、Logical Domainsシステムの
電源を切って再投入する前に、保持する必要のある最新の構成を必ず保存してくだ
さい。

▼ アクティブなドメインが複数存在するシステムの電源を切る方法

I/Oドメイン以外のすべてのドメインをシャットダウンし、停止して、バインドを解
除します。

アクティブな I/Oドメインをすべてシャットダウンし、停止して、バインドを解除し
ます。

primaryドメインを停止します。

ほかにバインドされているドメインは存在しないため、ファームウェアは自動的に
システムの電源を切ります。

▼ システムの電源を再投入する方法

I/Oドメイン以外のすべてのドメインをシャットダウンし、停止して、バインドを解
除します。

アクティブな I/Oドメインをすべてシャットダウンし、停止して、バインドを解除し
ます。

primaryドメインをリブートします。

ほかにバインドされているドメインは存在しないため、システムをリブートする前
に、ファームウェアは自動的にシステムの電源を再投入します。システムの再起動
時には、最後に保存された、または明示的に設定された Logical Domains構成で
ブートします。

1

2

3

1

2

3
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リクエストされたメモリーサイズが割り当てられたメモリーサイ
ズと異なる場合がある
特定の状況では、Logical Domains Managerは、リクエストされたメモリー割り当てを
8Kバイトまたは 4Mバイトの倍数のいずれかに切り上げます。これは、ldm

list-domain -lコマンドの次の出力例で確認できます。この例では、実際に割り当
てられているサイズより制約値の方が小さくなっています。

Memory:

Constraints: 1965 M

raddr paddr5 size

0x1000000 0x291000000 1968M

Logical Domains変数の持続性
変数の更新はリブートの場合には保持されますが、電源を再投入した場合には、制
御ドメインのOpenBootファームウェアから開始されるか、変数の更新後に SCに構
成が保存されていないかぎり保持されません。

ここでは、次のような制御ドメインのリブートによって、システムの電源の再投入
が開始される可能性があることに注意することが重要です。

■ バインドされているゲストドメインが存在せず、遅延再構成が進行中でない場合
に制御ドメインがリブートすると、SCはシステムの電源の再投入を実行します。

■ バインドされているゲストドメインまたはアクティブなゲストドメインが存在す
る場合 (または制御ドメインで遅延再構成が進行中の場合)に制御ドメインがリ
ブートすると、SCはシステムの電源の再投入を実行しません。

ドメインの Logical Domains変数は、次のいずれかの方法で指定できます。

■ OpenBootプロンプトを使用する
■ Oracle Solaris OS eeprom(1M)コマンドを使用する
■ Logical Domains Manager CLI (ldm)を使用する
■ システムコントローラ (SC)から bootmodeコマンドを使用して、制限された方法
で、つまり、特定の変数のみを factory-default構成内に存在する場合にのみ変
更する

これらいずれかの方法で更新された変数がドメインをリブートしても必ず保持され
るようにすることが目標です。また、更新された変数がこのあと SCに保存されたす
べての論理ドメイン構成に必ず反映されるようにします。
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Oracle VM Server for SPARC 3.0ソフトウェアでは、更新された変数が期待どおりに保
持されない場合があります。

■ どの方法で変数を更新した場合でも、変数はそのドメインをリブートしても保持
されます。ただし、システムの電源を再投入すると、新しい論理ドメイン構成が
SCに保存されていないかぎり、更新された変数は保持されません。変数を更新す
る方法には、OpenBootファームウェアによる方法や、eepromおよび ldmコマンド
による方法が含まれます。また、制御ドメインでは、OpenBootファームウェアを
使用した変数の更新は、システムの電源を再投入しても、つまり、あとで新しい
論理ドメイン構成を SCに保存しなくても保持されます。

■ あらゆる場合において、Logical Domains Managerで生成された構成から
factory-default構成に戻すと、すべての Logical Domains変数はデフォルト値に戻り
ます。

Logical Domains変数の変更について懸念がある場合は、次のいずれかの手順を実行
します。

■ システムで okプロンプトを表示し、変数を更新します。
■ Logical Domains Managerを無効にして変数を更新します。

# svcadm disable ldmd

update variables
# svcadm enable ldmd

■ Live Upgradeを実行し、次のコマンドを実行します。

# svcadm disable -t ldmd

# luactivate be3

# init 6

ntpdateコマンドなどを使用して論理ドメイン上の時間または日付を変更すると、そ
の変更はドメインをリブートしても保持されますが、ホストの電源を再投入した場
合は保持されません。時間の変更を保持するには、時間が変更された構成を SPに保
存して、この構成からブートします。

これらの問題を解決するために、15375997、15387338、15387606、および 15415199
のバグ IDが報告されています。

Oracle Sun SNMP Management Agentは複数ドメインをサポートし
ない
Sun Simple Network Management Protocol (SNMP) Management Agentは複数ドメインを
サポートしません。単一のグローバルドメインのみをサポートします。

遅延再構成
primaryドメインが遅延再構成状態である場合、Oracle VM Server for SPARCで管理さ
れるリソースの電源は、primaryドメインがリブートしたあとでのみ管理されま
す。OSで直接管理されるリソース (Solaris Power Aware Dispatcherで管理されるCPU
など)は、この状態の影響は受けません。
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暗号化装置
個別の暗号化装置は、UltraSPARC T2、UltraSPARC T2 Plus、および SPARC T3システ
ムのみに存在します。

暗号化装置の動的再構成 (DR)により、ドメインに暗号化装置を追加および削除でき
ます。Logical Domains Managerは、ドメインで暗号化装置のDRが許可されているか
どうかを自動的に検出し、許可されているドメインに対してのみこの機能を有効に
します。また、暗号化装置がバインドされ、適切なバージョンのOracle Solaris OSが
実行されているドメインでも、CPU DRは有効になります。

ldmp2v convertコマンド:ブート中のVxVM警告メッセージ
Oracle Solaris 10 OS上でのVeritas Volume Manager (VxVM) 5.xの実行は、Oracle VM
Server for SPARC P2Vツールでサポートされる (テストされた)唯一のバージョンで
す。Solaris 8および Solaris 9オペレーティングシステム上で実行されている (3.xや 4.x
などの)古いバージョンのVxVMも動作する可能性があります。この場合は、ldmp2v

convertコマンドを実行したあとの最初のブートで、VxVMドライバからの警告
メッセージが表示されることがあります。このメッセージは無視してかまいませ
ん。ゲストドメインがブートしたあと、古い VRTS*パッケージを削除できます。

Boot device: disk0:a File and args:

SunOS Release 5.10 Version Generic_139555-08 64-bit

Copyright 1983-2009 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.

Use is subject to license terms.

Hostname: normaal

Configuring devices.

/kernel/drv/sparcv9/vxdmp: undefined symbol ’romp’

WARNING: mod_load: cannot load module ’vxdmp’

WARNING: vxdmp: unable to resolve dependency, module ’misc/ted’ not found

/kernel/drv/sparcv9/vxdmp: undefined symbol ’romp’

WARNING: mod_load: cannot load module ’vxdmp’

WARNING: vxdmp: unable to resolve dependency, module ’misc/ted’ not found

/kernel/drv/sparcv9/vxio: undefined symbol ’romp’

WARNING: mod_load: cannot load module ’vxio’

WARNING: vxio: unable to resolve dependency, module ’drv/vxdmp’ not found

WARNING: vxspec : CANNOT INITIALIZE vxio DRIVER

WARNING: VxVM vxspec V-5-0-0 vxspec: vxio not loaded. Aborting vxspec load

WARNING: vxspec : CANNOT INITIALIZE vxio DRIVER

WARNING: VxVM vxspec V-5-0-0 vxspec: vxio not loaded. Aborting vxspec load

WARNING: vxspec : CANNOT INITIALIZE vxio DRIVER

WARNING: VxVM vxspec V-5-0-0 vxspec: vxio not loaded. Aborting vxspec load

WARNING: vxspec : CANNOT INITIALIZE vxio DRIVER

WARNING: VxVM vxspec V-5-0-0 vxspec: vxio not loaded. Aborting vxspec load

WARNING: vxspec : CANNOT INITIALIZE vxio DRIVER

WARNING: VxVM vxspec V-5-0-0 vxspec: vxio not loaded. Aborting vxspec load

WARNING: vxspec : CANNOT INITIALIZE vxio DRIVER

WARNING: VxVM vxspec V-5-0-0 vxspec: vxio not loaded. Aborting vxspec load

WARNING: vxspec : CANNOT INITIALIZE vxio DRIVER

NOTICE: VxVM not started
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ソフトウェアのライセンスに対するオラクルのハード
パーティション分割の要件
ソフトウェアのライセンスに対するオラクルのハードパーティション分割の要件に
ついては、Partitioning: Server/Hardware Partitioning (http://www.oracle.com/us/
corporate/pricing/partitioning-070609.pdf)を参照してください。

ldmp2v prepare -R の使用時にアップグレードオプションが提供
されない
ルート (/)ファイルシステムを保持するスライスのパーティションタグが rootに設
定されていない場合、Oracle Solarisインストーラはアップグレードオプションを提供
しません。この状況は、ゲストのブートディスクにラベル付けを行う際に、タグが
明示的に設定されていない場合に発生します。formatコマンドを使用して、次のよ
うにパーティションタグを設定できます。

AVAILABLE DISK SELECTIONS:

0. c0d0 <SUN-DiskImage-10GB cyl 282 alt 2 hd 96 sec 768>

/virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@0

1. c4t2d0 <SUN146G cyl 14087 alt 2 hd 24 sec 848>

/pci@400/pci@0/pci@1/scsi@0/sd@2,0

2. c4t3d0 <SUN146G cyl 14087 alt 2 hd 24 sec 848>

/pci@400/pci@0/pci@1/scsi@0/sd@3,0

Specify disk (enter its number)[0]: 0

selecting c0d0

[disk formatted, no defect list found]

format> p

PARTITION MENU:

0 - change ‘0’ partition

1 - change ‘1’ partition

2 - change ‘2’ partition

3 - change ‘3’ partition

4 - change ‘4’ partition

5 - change ‘5’ partition

6 - change ‘6’ partition

7 - change ‘7’ partition

select - select a predefined table

modify - modify a predefined partition table

name - name the current table

print - display the current table

label - write partition map and label to the disk

!<cmd> - execute <cmd>, then return

quit

partition> 0

Part Tag Flag Cylinders Size Blocks

0 unassigned wm 0 0 (0/0/0) 0

Enter partition id tag[unassigned]: root

Enter partition permission flags[wm]:

Enter new starting cyl[0]: 0

Enter partition size[0b, 0c, 0e, 0.00mb, 0.00gb]: 8g
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partition> label

Ready to label disk, continue? y

partition>

動的に追加されたメモリーのブロックはブロック全体でしか動的
に削除できない
動的に追加されたメモリーのブロックは、ブロック全体でしか動的に削除できませ
ん。つまり、そのメモリーブロックのサブセットを動的に削除することはできませ
ん。

この問題が発生するのは、次の例に示すように、ドメインのメモリーサイズが最初
は小さく、そのあとで動的に大きく拡張した場合です。

# ldm list ldom1

NAME STATE FLAGS CONS VCPU MEMORY UTIL UPTIME

ldom1 active -n---- 5000 2 1G 0.4% 23h

# ldm add-mem 16G ldom1

# ldm rm-mem 8G ldom1

Memory removal failed because all of the memory is in use.

# ldm rm-mem 16G ldom1

# ldm list ldom1

NAME STATE FLAGS CONS VCPU MEMORY UTIL UPTIME

ldom1 active -n---- 5000 2 1G 0.4% 23h

回避方法:この状態が発生する確率を低くするために、メモリーをより少ない量で動
的に追加します。

回復方法:ドメインをリブートします。

ldmp2vコマンド: ufsdumpのアーカイブ方法が使用されなく
なった
ufsdumpアーカイブをUFSファイルシステム上のファイルによってバックアップされ
た仮想ディスク上に復元すると、システムがハングアップすることがあります。こ
のような場合、ldmp2v prepareコマンドは終了します。この問題は、仮想ディスク
が UFSファイルシステム上のファイルであるときに、ldmp2v prepare -R /altrootコ
マンドの準備として ufsdumpアーカイブを手動で復元した場合に発生することがあり
ます。以前に作成された ufsdumpアーカイブとの互換性のために、ldmp2v prepareコ
マンドを使用して、UFSファイルシステム上のファイルによってバックアップされ
ていない仮想ディスク上に ufsdumpアーカイブを引き続き復元できます。ただ
し、ufsdumpアーカイブの使用はお勧めできません。
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遅延再構成中に実行を許可されるCPU構成操作は1つだけである
遅延再構成中の primaryドメイン上で複数のCPU構成操作を実行しようとしないで
ください。さらにCPU構成リクエストを発行しようとすると、それらの要求は拒否
されます。

回避方法:次のいずれかの操作を実行します。

■ その遅延再構成を取り消し、別の遅延再構成を開始して、以前の遅延再構成から
失われた構成の変更をリクエストします。

■ CPUの数が正しくない制御ドメインをリブートし、そのドメインがリブートした
あとで割り当てを修正します。

ドメイン移行の制限
次のセクションでは、ドメイン移行の制限について説明します。Logical Domains
Managerソフトウェアおよびシステムファームウェアのバージョンは、移行を許可す
るために相互に互換している必要があります。また、ドメイン移行を正常に完了す
るためには、特定のCPU要件を満たす必要があります。

注 –ネットワークの影響を受けるアプリケーションを実行しているゲストドメインで
は、移行の進行中に短い遅延または割り込みが発生することがあります。

移行におけるバージョン制限
8.4以上のバージョンのファームウェアでブートされるドメインを、古いファーム
ウェアバージョンを実行するシステムにライブ移行しようとすると、移行が失敗し
ます。この失敗は、新しいファームウェアバージョンと古いファームウェア
バージョン間のハイパーバイザAPIの不一致のために発生します。この場合は、次
のメッセージが表示されます。

# ldm migrate ldg1 root@target

Target Password:

Domain ldg1 is using features of the system firmware that

are not supported in the version of the firmware running on

the target machine.

Domain Migration of LDom ldg1 failed

8.4バージョンより古いバージョンのファームウェアのシステムでブートされるドメ
インを 8.4以上のバージョンのファームウェアを実行するシステムにライブ移行でき
ます。
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cpu-arch=generic移行での SPARC M5および SPARC T5のサポート
バグ ID 15805135: Oracle VM Server for SPARC 3.0では、異なるプラットフォームタイ
プ (SPARC T2、SPARC T2 Plus、SPARC T3、SPARC T4など)から SPARC T5または
SPARC M5プラットフォームにドメインを移行することはできません。このタイプの
移行は、cpu-arch=genericを設定した場合でも発生することはありません。

SPARC T5および SPARC M5プラットフォームでは、PARC T5-2から SPARC T5-8、ま
たはある SPARC M5-32から別の SPARC M5-32のように同じプラットフォームタイプ
のシステム間の移行操作のみを実行できます。この制限は、SPARC T5および SPARC
M5プラットフォームにのみ適用されます。

移行におけるCPUの制限
移行するドメインで、Oracle Solaris 10 8/11 OSよりも古いバージョンのOracle Solaris
OSが実行されている場合、移行中に次のメッセージが表示される場合があります。

Domain domain-name is not running an operating system that is

compatible with the latest migration functionality.

Oracle Solaris 10 8/11 OSより優先されるOSを実行した場合にのみ、次のCPU要件と
制限が適用されます。

■ 移行されるドメインにフルコアが割り当てられている必要があります。移行する
ドメインのスレッドの数がフルコアより少ない場合、移行されたドメインがリ
ブートするまで、追加のスレッドはどのドメインでも使用できません。

■ 移行後、移行されたドメインがリブートするまで、移行されたドメインでのCPU
の動的再構成 (Dynamic Reconfiguration、DR)は無効になります。リブートした時
点で、移行されたドメインでCPUのDRを使用できるようになります。

■ ターゲットマシンでは、移行されたドメインに必要なスレッドの数を提供す
る、完全に解放されたフルコアが十分に存在している必要があります。移行後
に、移行されたドメインによってフルコアが部分的にしか使用されない場合、移
行されたドメインがリブートするまで、追加のスレッドはどのドメインでも使用
できません。

これらの制限は、OpenBootまたはカーネルデバッガで実行されているドメインを移
行しようとする際にも適用されます。『Oracle VM Server for SPARC 3.0管理ガイ
ド』の「OpenBoot PROMからまたはカーネルデバッガで実行中のドメインの移
行」を参照してください。

Oracle VM Server for SPARC MIBの問題
このセクションでは、Oracle VM Server for SPARC管理情報ベース (Management
Information Base、MIB)ソフトウェアの使用時に発生する可能性のある問題について
要約します。
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snmptableコマンドがバージョン2またはバージョン3のオプ
ションで動作しない
バグ ID 15376861: snmptableコマンドを -v2cまたは -v3オプションを付けて使用して
Oracle VM Server for SPARC MIB 2.1ソフトウェアをクエリーすると、空の SNMP
テーブルが返されます。snmptableコマンドで -v1オプションを使用すると、期待ど
おりに動作します。

回避方法: -CBオプションを使用し、GETBULKリクエストではなく、GETNEXTリクエス
トのみを使用してデータを取得します。『Oracle VM Server for SPARC 3.0管理ガイ
ド』の「Oracle VM Server for SPARC MIBオブジェクトを取得する方法」を参照してく
ださい。

Oracle VM Server for SPARC 3.0ソフトウェアに影響
するバグ
このセクションでは、このバージョンのソフトウェアを使用するときに発生する可
能性があるバグの概要について説明します。最新のバグを最初に説明します。回避
方法および回復手順がある場合は、指定しています。

send_mondo_set: timeout負荷がかかった後に、ゲストドメイン
で ldm stopコマンドを使用すると、パニックが発生する
バグ ID 16486383: PCIカードが物理的に存在する /SYS/DCUから割り当てられたコア
がないゲストドメインに、PCIデバイスまたはバスを直接割り当てます。ハイパーバ
イザは、ゲストドメインの代わりに PCIデバイスをリセットするため、各ゲストド
メインのリブート時に、PCIデバイスに接続されているDCU上にコアがあるドメイ
ンがパニックを起こす可能性があります。非DCUローカルゲストに割り当てられて
いる PCIデバイスが多いほど、パニックの可能性が大きくなります。

回避方法:次のいずれかを実行してください。

■ PCIデバイスをゲストドメインに割り当てる場合、カードがコアと同じDCUに物
理的に存在することを確認してください。

■ 柔軟な物理的カードの配置のため、手動でコアを割り当てます。

たとえば、IOU0上の PCIデバイス (pci_0から pci_15)の場合、0から 127の間のコ
アを選択し、それをドメインに割り当てます。

# ldm add-core cid=16 domain

システムコアを表示するには、次のコマンドを使用します。

# ldm ls-devices -a core
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IOU1上の PCIデバイス (pci_16から pci_31)の場合は、128から 255の間のコアを
選択します。IOU2上の PCIデバイス (pci_32から pci_47)の場合は、256から 383

の間のコアを選択します。IOU3上の PCIデバイス (pci_48から pci_63)の場合
は、384から 511の間のコアを選択します。

SPARC T5および SPARC M5: SR-IOVデバイスの使用中に、リソース
のバインド解除または削除を行おうとするとハングアップ
し、Ctrl-Cを使用しても停止できない
バグ ID 16426940: SR-IOV構成を持つ SPARC T5システムまたは SPARC M5システム
で、ハングアップが発生し、Ctrl-Cを使用しても停止できないことがあります。ldm

unbindコマンドまたは ldm rm-ioコマンドを使用した場合、ハングアップはほとんど
発生しません。

回避方法: primaryドメインで実行されているOracle Solaris OSのインスタンスをリ
ブートします。primaryドメインによって共有されている I/Oリソースを使用してい
るすべてのゲストドメインもリブートします。

障害のあるストランドをドメインに動的に追加すると、パニック
が発生することがある
バグ ID 16301304:特定の環境で、障害の発生したコアが Logical Domains Managerに
よってただちにブラックリストに登録されません。その結果、障害の発生したコア
のストランドがドメインに追加される可能性があります。そのようなストランド
が、仮想CPU動的再構成を使用して追加された場合、ゲストドメインが次のような
メッセージを表示してパニックを起こします。

panic[cpu10]/thread=2a1003e9c60: promif_start_cpu: failed to start cpu 12 (6)

障害の発生したストランドが、実行中でないドメインに追加された場合、ドメイン
の起動時に、次のメッセージがコンソールに表示されます。

NOTICE: cpux is not runnable and will not be brought online

NOTICE: cpux removed from system

これらのメッセージは、その後のリブートでも表示されます。これらのメッセージ
は、実行中のドメインで問題になりませんが、表示されたCPUがゲストドメインで
使用できなくなります。

回避方法:これらの問題を回避するには、障害の発生したストランドをすべてのドメ
インから分離します。障害の発生したストランドを使用していない場合は、システ
ムの他のドメインに影響を及ぼす可能性はありません。
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PCIeデバイス下のサブデバイスが割り当てられていない名前に戻
る
バグ ID 16299053: PCIeデバイスを無効にすると、予期しない動作が発生することが
あります。無効にした PCIeデバイスがまだドメインによって所有されている場合
に、そのドメイン下にあるサブデバイスが、割り当てられていない名前に戻りま
す。

回避方法: ILOM上の PCIeスロットを無効にしようとする場合、PCIeスロットが、直
接 I/O (DIO)機能を使用して、ドメインに割り当てられていないことを確認しま
す。つまり、まず、ILOM上のスロットを無効にする前に、PCIeスロットが対応す
るルートドメインに割り当てられていることを確認します。

PCIeスロットがDIOによってドメインに割り当てられている場合に、ILOM上の
PCIeスロットを無効にする場合は、正しい動作のために、そのドメインを停止して
から、ルートドメインにデバイスを再割り当てします。

SPARC M5-32: panic: mpo_cpu_add: Cannot read MD
バグ ID 16238762: 2.4Tバイト以上のメモリーを搭載する SPARC M5-32で、primaryド
メイン内のCPUの数を 6から 1056 CPUに設定しようとすると、カーネルが次の
メッセージを表示してパニックを起こします。

mpo_cpu_add: Cannot read MD

次の手順によってパニックが発生します。

1. ホストに割り当てられているDCUによって電源を投入します。
たとえば、DCU0を HOST0に割り当てます。

2. ゲストドメインを作成します。
3. 構成を SPに保存します。
4. ホストの電源を切ります。
5. 別のDCUをホストに割り当てます。
たとえば、DCU1を HOST0に割り当てます。

6. ホストの電源を入れます。
ファームウェアは、構成が「ブート可能」であることを確認します。この検証に
より、構成の作成時に存在していたすべてのCPU、メモリー、および I/Oがまだ
存在していることが確認されます。ファームウェアは、システム全体の構成を記
述する新しい PRIも生成します。
構成は正常に電源投入し、ゲストドメインがブートします。

7. 既存のドメインにCPUを動的に追加してみます。
Logical Domainsは正しい待ち時間情報を反映する新しいGMDを生成します
が、Oracle Solaris OSは新しい情報を解析できず、パニックが発生します。
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回避方法:パニックを避けるには、問題の説明にある手順を実行しないでください。

ただし、すでにこれらの手順を実行し、パニックが発生している場合は、次の手順
を実行します。

1. 小さな物理ドメインから、保存した構成をブートした後に、アクションを実行し
ます。たとえば、アクティブな各ドメインからCPUを削除します。

2. ドメインをリブートします。
3. ドメインのバインドを解除します。
4. バインドされているドメインを再バインドします。
5. 新しい構成を SPに保存します。

SPARC M5-32:ルートコンプレックスのフェイルオーバーに
よって、ゲストドメインの直接 I/O構成が不正になることがある
バグ ID 16232834: SPARC M5プラットフォームには、デュアル内部ポートディスクお
よびそれらのデュアルパスが含まれている場合があります。ルートコンプレックス
のフェイルオーバーによって、ゲストドメインの直接 I/O構成が不正になることがあ
ります。

回避方法:奇数どうしまたは偶数どうしの PCIe Express Module (EMS)カードが、同じ
ドメインに割り当てられるようにします。たとえば、ドメインに EMS1と EMS3の両方
がある場合は、そのディスクへの両方のパスがそのドメイン内に存在するようにし
ます。ドメインに EMS0と EMS2の両方がある場合も同様です。

次の手順を実行します。

1. ILOMを使用して、ルートコンプレックスのフェイルオーバー機能を無効にしま
す。

-> set /HOSTx ioreconfigure=false

xは 0から 3の値にすることができます。

2. ldm add-ioコマンドを使用して、奇数どうしまたは偶数どうしの EMSカードを同
じ I/Oユニット (IOU)からゲストドメインに割り当てます。

この例では、2つのドメイン構成ユニット (DCU)のホスト構成で、次のコマンドを
使用して EMSカードを ldg1ゲストドメインに割り当てます。

最初に、pci_40および pci_44のルートコンプレックスが制御ドメインから削除され
ます。

# ldm rm-io pci_40 primary

# ldm rm-io pci_44 primary

次に、pci_40および pci_42のルートコンプレックスが ldg1ゲストドメインに追加さ
れます。
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# ldm add-io pci_40 lgd1

# ldm add-io pci_44 lgd1

同様に、pci_48および pci_52の両方のルートコンプレックスまたは 4つのバスすべ
てをゲストドメインに割り当てることができます。

これらの変更を行なったあとに、ldm ls-ioコマンドを使用して、更新された構成を
表示します。

# ldm ls-io

NAME TYPE BUS DOMAIN STATUS

---- ---- --- ------ ------

pci_32 BUS pci_32 primary

pci_33 BUS pci_33 primary

pci_34 BUS pci_34 primary

pci_35 BUS pci_35 primary

pci_36 BUS pci_36 primary

pci_37 BUS pci_37 primary

pci_38 BUS pci_38 primary

pci_39 BUS pci_39 primary

pci_40 BUS pci_40 primary

pci_41 BUS pci_41 primary

pci_42 BUS pci_42 primary

pci_43 BUS pci_43 primary

pci_44 BUS pci_44 primary

pci_45 BUS pci_45 primary

pci_46 BUS pci_46 primary

pci_47 BUS pci_47 primary

pci_48 BUS pci_48 primary

pci_49 BUS pci_49 primary

pci_50 BUS pci_50 primary

pci_51 BUS pci_51 primary

pci_52 BUS pci_52 primary

pci_53 BUS pci_53 primary

pci_54 BUS pci_54 primary

pci_55 BUS pci_55 primary

pci_56 BUS pci_56 primary

pci_57 BUS pci_57 primary

pci_58 BUS pci_58 primary

pci_59 BUS pci_59 primary

/SYS/IOU2/PCIE3 PCIE pci_32 primary OCC

/SYS/IOU2/EMS1/CARD/NET0 PCIE pci_32 primary OCC

/SYS/IOU2/EMS1/CARD/SCSI PCIE pci_32 primary OCC

/SYS/IOU2/PCIE2 PCIE pci_33 primary OCC

/SYS/IOU2/PCIE5 PCIE pci_34 primary EMP

/SYS/IOU2/PCIE8 PCIE pci_35 primary EMP

/SYS/IOU2/PCIE11 PCIE pci_36 primary EMP

/SYS/IOU2/EMS3/CARD/NET0 PCIE pci_36 primary OCC

/SYS/IOU2/EMS3/CARD/SCSI PCIE pci_36 primary OCC

/SYS/IOU2/PCIE10 PCIE pci_37 primary OCC

/SYS/IOU2/PCIE13 PCIE pci_38 primary OCC

/SYS/IOU2/PCIE16 PCIE pci_39 primary OCC

/SYS/IOU2/PCIE6 PCIE pci_40 primary EMP

/SYS/IOU2/EMS2/CARD/NET0 PCIE pci_40 primary OCC

/SYS/IOU2/EMS2/CARD/SCSI PCIE pci_40 primary OCC

/SYS/IOU2/PCIE7 PCIE pci_41 primary EMP

/SYS/IOU2/PCIE4 PCIE pci_42 primary EMP
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/SYS/IOU2/PCIE1 PCIE pci_43 primary OCC

/SYS/IOU2/PCIE14 PCIE pci_44 primary OCC

/SYS/IOU2/EMS4/CARD/NET0 PCIE pci_44 primary OCC

/SYS/IOU2/EMS4/CARD/SCSI PCIE pci_44 primary OCC

/SYS/IOU2/PCIE15 PCIE pci_45 primary OCC

/SYS/IOU2/PCIE12 PCIE pci_46 primary EMP

/SYS/IOU2/PCIE9 PCIE pci_47 primary EMP

/SYS/IOU3/PCIE3 PCIE pci_48 primary EMP

/SYS/IOU3/EMS1/CARD/NET0 PCIE pci_48 primary OCC

/SYS/IOU3/EMS1/CARD/SCSI PCIE pci_48 primary OCC

/SYS/IOU3/PCIE2 PCIE pci_49 primary OCC

/SYS/IOU3/PCIE5 PCIE pci_50 primary OCC

/SYS/IOU3/PCIE8 PCIE pci_51 primary EMP

/SYS/IOU3/PCIE11 PCIE pci_52 primary EMP

/SYS/IOU3/PCIE12 PCIE pci_52 primary EMP

/SYS/IOU3/EMS3/CARD/NET0 PCIE pci_52 primary OCC

/SYS/IOU3/EMS3/CARD/SCSI PCIE pci_52 primary OCC

/SYS/IOU3/PCIE9 PCIE pci_53 primary OCC

/SYS/IOU3/PCIE10 PCIE pci_53 primary OCC

/SYS/IOU3/PCIE13 PCIE pci_54 primary EMP

/SYS/IOU3/PCIE14 PCIE pci_54 primary EMP

/SYS/IOU3/EMS4/CARD/NET0 PCIE pci_54 primary OCC

/SYS/IOU3/EMS4/CARD/SCSI PCIE pci_54 primary OCC

/SYS/IOU3/PCIE15 PCIE pci_55 primary EMP

/SYS/IOU3/PCIE16 PCIE pci_55 primary EMP

/SYS/IOU3/PCIE6 PCIE pci_56 primary OCC

/SYS/IOU3/EMS2/CARD/NET0 PCIE pci_56 primary OCC

SPARC M5-32:複数の直接 I/Oパス経由でアクセスできるディスク
の問題
バグ ID 16232834: ldm add-vcpuコマンドを使用して、CPUをドメインに割り当てる
と、Oracle Solaris OSが次のメッセージを表示してパニックを起こすことがありま
す。

panic[cpu16]/thread=c4012102c860: mpo_cpu_add: Cannot read MD

このパニックは、次の条件が存在する場合に発生します。

■ ホストに追加のDCUが割り当てられている
■ ホストが、ホストに割り当てられているすべてのハードウェアを含まない、以前
に保存された SP構成を使用して起動されている

ldm add-vcpu操作のターゲットドメインはパニックを起こしたドメインです。ドメ
インは、リブート時に、追加のCPUで回復します。

回避方法:ホストに割り当てられているハードウェアリソースより少ないリソースで
生成された構成を使用しないでください。

問題を避けるには、問題の説明に示しているように、CPUを追加しないでくださ
い。または、次の手順を実行します。

1. DCUの追加後に、新しい SP構成を生成します。
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たとえば、次のコマンドは、new-config-more-dcusという構成を作成します。

# ldm add-config new-config-more-dcus

2. ドメインをシャットダウンします。
3. ホストを停止します。

-> stop /HOST

4. ホストを起動します。

-> start /HOST

ixgbevfprimaryドメインのリブート時に、SR-IOVドメイン内のデ
バイスが無効になることがある
バグ ID 16224353: primaryドメインのリブート後、primaryドメイン内の ixgbevfイン
スタンスが動作しないことがあります。

回避方法:ありません。

Oracle Solaris 10 1/13 primaryドメインのリブートで、IPアドレス
が仮想機能インタフェースに自動的に組み込まれず、割り当てら
れないことがある
バグ ID 16219069: Oracle Solaris 10 1/13 OSを実行する primaryドメイン
で、/etc/hostname.vf-interfaceファイルに基づいて、仮想機能インタフェースに IPア
ドレスが自動的に組み込まれず、割り当てられないことがあります。

この問題は、primaryドメインでOracle Solaris 10 1/13 OSを実行する SPARC
T3、SPARC T4、または SPARC T5システムをブートまたはリブートした場合に発生
します。この問題は、オンボード物理機能とアドイン物理機能の両方で作成された
仮想機能に影響します。この問題は、Logical Domainsゲストドメインイメージを
ブートした場合には発生しません。

ILOM Power Capping機能は、調整の更新と /SYS/VPSの更新を同期
させるべきである
バグ ID 16205895:各 SPARC M5物理ドメインでは、Power Cappingによって、ドメイ
ンの消費電力センサーの /SYS/VPSを監視して、電力制限を満たすように、CPU周波
数を調整するタイミングを判断します。このセンサーは、20-30秒おきにしか更新さ
れません。ただし、数秒ごとに、センサーがポーリングされ、その値に基づいて電
力調整が行なわれます。古い消費電力値によって、システムが不必要に調整するた
め、CPU周波数の調整でスパイクが発生することがあります。

回避方法: Power Cappingを使用しないでください。
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IOVで貸し出されているデバイスが無効にされている場合にゲス
トドメインをブートできない
バグ ID 16098592: PCIe物理機能または仮想機能デバイスがゲストドメインに貸し出
されている場合、ILOM CLIまたは障害管理フレームワークを使用して、動的データ
ベース (DDB)でそのデバイスを無効とマークできます。システムの次回の起動時 (電
源投入、リセット)に、ホスト構成は、マシン記述子を使用して、ハイパーバイザに
DDBステータスを反映させます (PRI/ゲストMDなどの作成時)。ハイパーバイザは
それらのデバイスを無効にしますが、Oracle Solaris OSはデバイスが無効にされてい
ることを認識しません。

そのデバイスを含むゲストドメインが起動すると、ドメインがハングアップしま
す。ドメインがハングアップするのは、ハイバーバイザがデバイスを無効にしたた
め、PCIeファブリックを所有するOracle Solarisインスタンスがデバイスを起動でき
ないからです。その結果、OBPが PCIeデバイスをプローブしようとすると、ハイ
パーバイザがアクセスをブロックし、OBPが絶えず再試行します。

回避方法:次の手順を実行して、UNK (不明)状態に移行したデバイスをゲストドメイ
ンから削除します。

1. ゲストドメインを停止します。
2. 不明な状態のデバイスをゲストドメインから削除します。

ldm rm-ioコマンドを使用します。

3. ゲストドメインを再起動します。

mutex_enter: bad mutex primaryドメインのリブートまたは
シャットダウン時のパニック
バグ ID 16080855: primaryドメインのリブートまたはシャットダウン時に、primary

ドメインで、次のようなパニックメッセージを表示して、カーネルのパニックが発
生することがあります。

panic[cpu2]/thread=c40043b818a0: mutex_enter: bad mutex, lp=c4005fa01c88

owner=c4005f70aa80 thread=c40043b818a0

000002a1075c3630 ldc:ldc_mem_rdwr_cookie+20 (c4005fa01c80,

c4004e2c2000,2a1075c37c8, 6c80000, 1, 0)

%l0-3: 00000000001356a4 0000000000136800 0000000000000380

00000000000002ff

%l4-7: 00000000001ad3f8 0000000000000004 00000000ffbffb9c

0000c4005fa01c88

000002a1075c3710 vldc:i_vldc_ioctl_write_cookie+a4 (c4004c400030,

380,ffbff898, 100003, 0, 70233400)

%l0-3: 0000000006c80000 0000000000156dc8 0000000000000380

0000000000100003

%l4-7: 00000000702337b0 000002a1075c37c8 0000000000040000

0000000000000000

000002a1075c37f0 vldc:vldc_ioctl+1a4 (3101, c4004c400030,
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ffbff898,c4004c400000, c4004c438030, 0)

%l0-3: 0000000000100003 0000000000000000 000000007b340400

0000c4004c438030

%l4-7: 0000c4004c400030 0000000000000000 0000000000000000

0000000000000000

000002a1075c38a0 genunix:fop_ioctl+d0 (c4004d327800, 0, ffbff898,

100003,c4004384f718, 2a1075c3acc)

%l0-3: 0000000000003103 0000000000100003 000000000133ce94

0000c4002352a480

%l4-7: 0000000000000000 0000000000000002 00000000000000c0

0000000000000000

000002a1075c3970 genunix:ioctl+16c (3, 3103, ffbff898, 3, 134d50, 0)

%l0-3: 0000c40040e00a50 000000000000c6d3 0000000000000003

0000030000002000

%l4-7: 0000000000000003 0000000000000004 0000000000000000

0000000000000000

回復方法: primaryドメインのリブートを許可します。primaryドメインが、ク
ラッシュ後にリブートするように構成されていない場合、primaryドメインを手動で
ブートします。

SPARC M5-32: LSI-SASコントローラが SR-IOVによって誤ってエク
スポートされる
バグ ID 16071170: SPARC M5-32システムで、内部 SASコントローラが、SR-IOVをサ
ポートしなくても、SR-IOV対応コントローラとしてエクスポートされます。

これらのカードに物理機能を作成しようとすると、Oracle VM Server for SPARCログ
に、次のメッセージが表示されます。

Dec 11 04:27:54 warning: Dropping pf

pci@d00/pci@1/pci@0/pci@0/pci@0/pci@4/LSI,sas@0: no IOV capable driver

Dec 11 04:27:54 warning: Dropping pf

pci@d80/pci@1/pci@0/pci@c/pci@0/pci@4/LSI,sas@0: no IOV capable driver

Dec 11 04:27:54 warning: Dropping pf

pci@c00/pci@1/pci@0/pci@c/pci@0/pci@4/LSI,sas@0: no IOV capable driver

Dec 11 04:27:54 warning: Dropping pf

pci@e00/pci@1/pci@0/pci@0/pci@0/pci@4/LSI,sas@0: no IOV capable driver

システムには、SPARC M5-32アセンブリの IOU 1つにつき、4つの LSI SASコント
ローラポートがあります。各ポートでこのエラーが報告されます。

回避方法:このメッセージは無視してかまいません。これらのメッセージは、システ
ムの LSI-SASコントローラデバイスが SR-IOVに対応できることを示しています
が、このハードウェアでは、SR-IOVをサポートしていません。

SPARC T5-1Bのprimaryドメインで、sxge仮想機能にジャンボ
MTUを設定できない
バグ ID 16059331: sxgeドライバは、primaryドメイン上のその仮想機能にジャンボ
MTUを正しく設定できません。
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回避方法: /kernel/drv/sxge.confファイルを手動で変更して、ゲストドメインの
sxge仮想機能インタフェースにジャンボMTUを設定します。

Logical Domains Managerの再起動後に、以前にブラックリストに
挙げられたリソースが、退避保留で使用可能として誤ってマーク
される
バグ ID 16016576: Logical Domains Managerが手動で再起動されるか、または制御ドメ
インがリブートされた場合に、ブラックリストに載っていた障害のあるリソースが
使用可能になります。これらのリソースは、以前に退避され、ブラックリストに正
しく追加されていても、退避保留の使用可能として誤ってマークされます。Logical
Domains Managerは、それらのリソースがドメインに追加されるのを妨げません。

回復方法:回復させる必要はありません。退避されたリソースはドメインに割り当て
られないため、現在のシステム構成に影響しません。ただし、これらのリソースは
以前に障害が発生していたため、これらのリソースがシステム内のドメインに割り
当てられないように注意してください。

ldmdは sxgeデバイスにmac-addrおよび alt-mac-addrsプロパ
ティー値を設定できない
バグ ID 15974640: ldmコマンドは、sxgeデバイスに、mac-addrおよび alt-mac-addrs

プロパティー値を正しく設定できません。その結果、ldmdデーモンがMACアドレス
の不整合を報告します。さらに、VNIC MACアドレスに基づいたリンクアグリ
ゲーションも失敗します。

ldm list-io -d SPARC T5-1B上の sxgeデバイスの出力に 2つのプ
ロパティーが不足している
バグ ID 15974547: sxgeがある SPARC T5-1Bシステムで実行すると、ldm list-io -d

PF-deviceの出力に、max-vlansまたは max-vf-mtuプロパティーが表示されません。こ
れらのプロパティーは、ixgbeのある SPARC T5-1Bシステムと非ブレードシステムに
存在します。

max-vlansプロパティー値がありません。sxgeデバイスはハードウェアVLANのタグ
付けをサポートしていないため、値は 0になるはずです。max-vf-mtuプロパ
ティー値は 1500で修正され、物理機能ドライバが仮想機能にジャンボMTUを設定
しないようにします。

移行におけるその他の制限
バグ ID 15858731: Fujitsu M10システムでは、次の制限が『Oracle VM Server for
SPARC 3.0管理ガイド』の「OpenBoot PROMからまたはカーネルデバッガで実行中
のドメインの移行」で説明する情報より優先されます。
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移行するドメインがOpenBootまたはカーネルデバッガ (kmdb)で実行してお
り、ソースマシンまたはターゲットマシンが Fujitsu M10システムである場合、移行
の試みは常に失敗します。移行するドメインに単一のCPUしかない場合、次のエ
ラーメッセージが表示されることがあります。

# ldm migrate ldg1 system2

Non-cooperative migration is not supported on this platform.

ldmconfigの失敗:バグ ID 15972394の修正により、未変更の
factory-default構成が除外される
バグ ID 15829698: ldmconfigコマンドは、システムが未変更の factory-default構成
を実行している場合にのみ実行するため、Oracle VM Server for SPARC 3.0ソフト
ウェアで動作しません。Oracle VM Server for SPARC 3.0で導入されたバグに
よって、常に構成が変更済みとしてレポートされます。

回避方法: Oracle VM Server for SPARC 3.0の初期インストールを実行する代わりに、ま
ずOracle VM Server for SPARC 2.2をインストールしてから、ldmconfigを実行してく
ださい。ドメインが作成されたら、SUNWldmパッケージをOracle VM Server for SPARC
3.0にアップグレードします。

きわめて多数の仮想CPUのCPU DRが失敗したように見える
バグ ID 15826354:きわめて多数のCPUのCPU DRによって、ldmdデーモンが失敗を
返します。ldmdはタイムアウトしますが、バックグラウンドでDR処理が続行
し、最終的に成功します。それにもかかわらず、ldmdは結果のドメインと連携しな
くなり、後続のDR処理が許可されないことがあります。

次に例を示します。

# ldm ls

NAME STATE FLAGS CONS VCPU MEMORY UTIL NORM UPTIME

primary active -n-cv- UART 7 20G 2.7% 0.4% 1h 41m

ldg0 active -n---- 5000 761 16G 75% 51% 6m

# ldm rm-vcpu 760 ldg0

Request to remove cpu(s) sent, but no valid response received

VCPU(s) will remain allocated to the domain, but might

not be available to the guest OS

Resource removal failed

# ldm set-vcpu 1 ldg0

Busy executing earlier command; please try again later.

Unable to remove the requested VCPUs from domain ldg0

Resource modification failed

# ldm ls

NAME STATE FLAGS CONS VCPU MEMORY UTIL NORM UPTIME

primary active -n-cv- UART 7 20G 0.9% 0.1% 1h 45m

ldg0 active -n---- 5000 761 16G 100% 0.0% 10m
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回避方法:数分間待ってから、ldm set-vcpuコマンドを再実行します。

# ldm set-vcpu 1 ldg0

# ldm ls

NAME STATE FLAGS CONS VCPU MEMORY UTIL NORM UPTIME

primary active -n-cv- UART 7 20G 0.9% 0.1% 1h 50m

ldg0 active -n---- 5000 1 16G 52% 0.0% 15m

760は推奨される最大数を超えていることに注意してください。

HIO仮想ネットワークを持つ cpu-arch=genericが指定されたゲス
トドメインを移行すると、ドメインが中断されるまでの待機中に
タイムアウトする
バグ ID 15825538:ハイブリッドネットワーク I/Oインタフェース (mode=hybrid)と
CPU間の移行 (cpu-arch=generic)の両方が有効になるように構成されている論理ド
メインでは、セキュアなライブ移行が実行された場合に (ldm migrate)、移行がタイ
ムアウトし、ドメインが中断状態のままになることがあります。

回復方法:論理ドメインを再起動します。

回避方法:セキュアなCPU間のライブ移行では、ハイブリッド I/O仮想ネットワーク
デバイスを使用しないでください。

SPARC T4-4:ゲストドメインをバインドできない
バグ ID 15825330:プロセッサボードが 1つのみの一部の SPARC T4-4構成で、起動時
にOracle VM Server for SPARC 3.0がハングアップしたように見えます。

回避方法:常にプロセッサボードがプロセッサ 0および 1用のスロットを占有してい
ることを確認してください。このような構成でシステムを再起動すると、Oracle VM
Server for SPARC 3.0ソフトウェアを起動できるようになります。

CPU間の移行後にCPU DRを実行するとゲストドメインでパ
ニックが発生することがある
バグ ID 15825060:ライブ移行を使用して SPARC T3または SPARC T4システム上に作
成されたドメインをUltraSPARC T2またはUltraSPARC T2 Plusシステムに移行する
と、後続のCPU動的再構成操作でパニックが発生することがあります。次のような
パニックメッセージが表示されます。

panic[cpu8]/thread=2a102491c60: cpu8: dev_mondo queue

configuration failed, error 6

回復方法:なし。
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回避方法: SPARC T3または SPARC T4システム上に作成されたドメインをUltraSPARC
T2またはUltraSPARC T2 Plusシステムに移行するときに、アクティブなドメインは
移行しないでください。その代わりに、移行プロセスを開始する前にドメインを停
止してください。

メモリーの断片化が大幅に進んでいる場合にゲストドメインの
ブートに失敗する
バグ ID 15824270: Oracle Solaris 11.1 OSが実行されているドメインで大幅に断片化さ
れたメモリーが割り当てられるとブートできない場合があり、その際に次のような
エラーが表示されます。

ERROR: Last Trap: Fast Data Access MMU Miss

回避方法:まず、ブートに失敗するゲストにバインドされているメモリーの量を変更
してみてください。この試みに失敗した場合や、primaryドメインが影響を受ける場
合は、代替の SP構成になるように電源再投入を実行してください。

使用可能なCPUのCPU動的再構成により、lpl_topo_verify fail -5パ
ニックが発生する
バグ ID 15823255:複数のDCUがある SPARC M5上のドメインが、次の状況でパ
ニックを起こすことがあります。

■ ドメインに少なくとも 2つのDCUが構成されている
■ 1つだけのDCUにCPUが構成されている
■ 他のDCUにCPUが構成されていないが、メモリーが構成されている
■ 次のいずれかの操作によってパニックが発生します。

■ CPUをオンまたはオフにする
■ CPUの動的再構成 (DR)を実行する
■ プロセッサセットを作成または削除する
■ プロセッサセットにプロセッサを追加または削除する

システムのリブート時に、コンソールおよび /var/adm/messagesファイルにパニック
メッセージが表示されることがあります。

panlc [cpu4]/thread=0x30012a008: : lpl_topo_verify failed: -5

回避方法:次の手順を実行します。

1. パニックを起こす可能性のあるすべての操作を実行しないようにします。
2. /etc/systemファイルに次の行を追加します。

set lgrp_topo_levels=2

3. システムをリブートします。
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システムのリブート後、以前にパニックを起こした操作を安全に実行できます。

ルートドメインに他のルートドメインへの依存関係を設定できな
い
バグ ID 15823203: PCIeバスを所有するルートドメインは、その PCIeエンドポイント
デバイスまたは SR-IOV仮想機能を他のルートドメインに割り当てることができませ
ん。ただし、PCIeバスから、そのバスを所有するルートドメインに、PCIeエンドポ
イントデバイスまたは仮想機能を割り当てることはできます。

コアを追加すると移行後にゲストドメインでパニックが発生する
バグ ID 15822313: Oracle Solaris 11.1 OSが実行されているシステムで、移行されたド
メインに対してCPU DR操作を実行するとゲストドメインでパニックが発生するこ
とがあります。

回避方法:移行されたゲストドメインがリブートするまで、ドメインマネージャーで
CPU DR操作を実行しないでください。

threadingプロパティーの値をmax-throughputからmax-ipcに変
更するとゲストドメインでパニックが発生する
バグ ID 15821246: Oracle Solaris 11.1 OSが実行されているシステムで、移行されたド
メインに対する threadingプロパティーの値を max-ipcから max-throughputに変更す
ると、ゲストドメインでパニックが発生することがあります。

回避方法:移行されたゲストドメインがリブートするまで、そのゲストドメインの
threadingステータスは変更しないでください。

2つのアクティブな直接 I/Oドメインを持つ制御ドメインをリ
ブートするとハングアップする
バグ ID 15820741:直接 I/Oが構成されている 2つのドメインを持つOracle Solaris 11.1
システムでは、制御ドメインのリブート時にハングアップすることがあります。

回復方法:リブート時のハングアップから回復するには、SPで次のコマンドを発行し
て制御ドメインをリセットします。

-> reset -f /HOST/domain/control

ldm rm-ioは -nの別名として --dry-runを受け入れるべきである
バグ ID 15818302: ldm rm-ioコマンドに --dry-runオプションを指定できません。

回避方法:代わりに、-nオプションを使用してください。
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SPARC T3および SPARC T4:高い負荷がかかった仮想ネットワーク
デバイスまたは仮想スイッチを持つドメインがパニック状態にな
ることがある
バグ ID 15816287:まれに、仮想ネットワークデバイスまたは仮想スイッチに高い負
荷がかかったときに、論理ドメインがパニック状態になることがあります。

回避方法:いずれかの回避方法を行います。/etc/systemを使用した回避方法を実装
して、システムパフォーマンスへの影響を制限することが最適です。

■ 仮想スイッチを持つドメインの /etc/systemファイルに次の行を追加し、ドメイ
ンをリブートして変更を反映します。

set vsw:vsw_ldc_tx_serialize=1

■ 仮想ネットワークデバイスまたはスイッチを持つドメインの
extended-mapin-spaceプロパティー値に offを設定します。

# ldm set-domain extended-mapin-space=off ldom

異なるファームウェアバージョンがインストールされているシス
テム間で移行の問題が発生する
バグ ID 15815409:ソースマシンとターゲットマシンで異なるシステムファーム
ウェアバージョンが実行されている場合に、アクティブなドメインの移行に失敗す
ることがあります。こうした失敗は次のような状況で発生します。

■ SPARC T3または SPARC T4。ソースマシンで 8.1.5よりも古いファームウェアリ
リースが実行され、ターゲットシステムで 8.1.5以上が実行されています。

■ UltraSPARC T2またはUltraSPARC T2 Plus。ソースマシンで 7.4.3よりも古い
ファームウェアリリースが実行され、ターゲットシステムで 7.4.3以上が実行され
ています。

回復方法:次のいずれかを実行してください。

■ 古いバージョンのシステムファームウェアが実行されているシステムに、適切な
システムファームウェアをインストールします。
■ SPARC T3または SPARC T4。バージョン 8.1.5以上のシステムファームウェア
をインストールします。

■ UltraSPARC T2またはUltraSPARC T2 Plus。バージョン 7.4.3以上のシステム
ファームウェアをインストールします。

■ 古いファームウェアが実行されているシステムをアップグレードできない場合
は、新しいファームウェアが実行されているシステムに、バージョン 8.2.2.bのシ
ステムファームウェアをインストールします。

回避方法:移行を実行する前にドメインを停止してください。
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メモリーのDR追加が部分的に成功したときにエラーメッセージ
が表示されない
バグ ID 15812823:空きメモリーが少ない状況では、サイズが原因で、必ずしもすべ
てのメモリーブロックがメモリーのDR操作の一部として使用されないことがありま
す。ただし、このようなメモリーブロックは空きメモリー量に含まれます。こうし
た状況では、予想よりも少ない量のメモリーがドメインに追加される可能性があり
ます。この状況が発生しても、エラーメッセージは表示されません。

回避方法:ありません。

ハイブリッド I/Oおよび仮想 I/Oネットワークデバイスのあるゲス
トドメインのバインド解除または移行時に、primaryドメインま
たはゲストドメインでパニックが発生する
バグ ID 15803617: primaryドメインまたはアクティブなゲストドメインで、ドメイン
がハイブリッド I/O仮想ネットワークデバイスで構成されている場合、バインド解除
操作またはライブ移行操作時にパニックが発生することがあります。

回復方法:影響のあるドメインを再起動します。

回避方法:ハイブリッド I/O仮想ネットワークデバイスを使用しないでください。

ldm stopまたは ldm stop -fコマンドを使用してドメインを停止
できない
バグ ID 15801579:まれに、ldm stopまたは ldm stop -fコマンドを使用してもドメイ
ンを停止できないことがあります。通常、この問題は、ほかのなんらかの問題のた
めにドメインでハードハングが発生したか、非常に高速なパニックとリブートの
ループに入った場合にのみ発生します。

回避方法:ドメインに直接ログインできない場合は、ldm stop -fコマンドを数回発行
してみてください。このコマンドは、ハイパーバイザがドメインを停止できる期間
に実行される可能性があります。

この回避方法が成功しない場合は、システムの電源再投入を実行してください。

11以上のドメインにPCIeデバイスが存在すると、ゲストドメイ
ンからPCIeファブリックにアクセスできない
バグ ID 15789903: 11以上のゲストドメインに PCIeエンドポイントデバイスが割り当
てられているときに制御ドメインがリブートされた場合は、ゲストドメイン上でそ
れらの PCIeデバイスにアクセスできません。

回復方法:影響を受けたゲストドメインを停止して再起動してください。

既知の問題

Oracle VM Server for SPARC 3.0リリースノート • 2013年 5月52



回避方法:その制御ドメインと、PCIeエンドポイントデバイスが割り当てられている
ゲストドメインの間にドメインの依存関係を構成します。次の依存関係に
よって、制御ドメインが何らかの理由でリブートすると、PCIeエンドポイントデバ
イスが存在するドメインが確実に自動的に停止されます。

primary# ldm set-domain failure-policy=stop primary

primary# ldm set-domain master=primary ldom

PCIe仮想機能が割り当てられたドメインのXMLファイルからの
再作成が失敗する
バグ ID 15783851:仮想機能の制約を間違って表しているXMLファイルから構成を再
作成するしようとすると、問題が発生することがあります。

この問題は、ldm list-constraints -xコマンドを使用して、PCIe仮想機能が割り当
てられたドメインの構成を保存した場合に発生します。

ldm add-domain -i コマンドを使用してあとでドメインを再作成すると、元の仮想機
能が存在しないため、ドメインのバインドの試行が失敗し、次のエラーメッセージ
が表示されます。

No free matching PCIe device...

ldm add-domainコマンドによって仮想機能が PCIeデバイスとして誤って分類されて
いるため、欠落している仮想機能を作成しても、ドメインのバインドの別の試行が
失敗し、同じエラーメッセージが表示されます。

回避方法: ldm list-ioコマンドを使用して仮想機能に関する情報を保存したあ
と、ldm rm-domコマンドを使用して、影響を受けた各ドメインを破棄します。次
に、ldm create-vfコマンドを使用して、必要なすべての仮想機能を作成します。こ
れで、ldmコマンドを使用してドメインを再構築できるようになります。ldm add-io

コマンドを使用して各仮想機能を追加すると、仮想機能デバイスとして正しく分類
されるため、ドメインをバインドできます。

仮想機能を使用するドメイン構成の再構築については、54ページの「ldm

init-systemコマンドで、仮想機能デバイスを含むドメインを正しく再作成できな
い」を参照してください。

制御ドメインをコア全体の使用から部分的なコアの使用に変更す
ると、正しくないエラーメッセージが発行される
バグ ID 15783608:制御ドメインを、物理的に制約されたコアの使用から制約のない
CPUリソースの使用に変更すると、次の無関係なメッセージが表示されることがあ
ります。

Whole-core partitioning has been removed from domain primary,because

dynamic reconfiguration has failed and the domain is now configured

with a partial CPU core.
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回避方法:このメッセージは無視できます。

ldm init-systemコマンドで、仮想機能デバイスを含むドメイン
を正しく再作成できない
バグ ID 15783031: ldm list-constraints -xコマンドを使用して XMLファイルに制約
を保存した場合、仮想機能の詳細は保存されません。その結果、構成を
factory-defaultにリセットし、ldm init-systemコマンドを実行して保存された構成
を再作成すると、仮想機能は作成されず、ドメインのバインドの試行がすべて失敗
します。

回避方法:既存のいずれかの構成に仮想機能が含まれている場合は、これらの仮想機
能に関するすべての情報を保存します。あとで ldm init-systemコマンドを実行する
前に、これらの情報を使用して仮想機能を手動で再作成できます。

次の手順は、あとで使用するために、仮想機能に関するすべての情報を保存する方
法を示しています。

1. 仮想機能の再作成で使用するために、ドメイン構成をファイル vfs.txtに保存し
ます。

primary# ldm list-io -l -p | grep "type=VF" >vfs.txt

vfs.txt内の仮想機能の標準的なエントリは次のようになります。

|dev=pci@400/pci@1/pci@0/pci@4/network@0,83|alias=/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1.VF1|

status=RDY|domain=ldg1|type=VF|class=NETWORK

|proptype=class|mac-addr=00:14:4f:f9:74:d0

|proptype=class|vlan-ids=3,5,7

|proptype=class|mtu=1500

|proptype=device|unicast-slots=6

最初の行は、読みやすさのために意図的に 2行に分割されています。vfs.txt

ファイル内では 1行になります。

2. ドメインを factory-default構成にリセットします。

3. 制御ドメインをリブートします。

4. vfs.txtファイル内の情報に基づいて仮想機能を作成します。

このようなエントリごとに、ldm create-vfコマンドを使用して、元の名前とプロ
パティーを含む仮想機能を再作成します。仮想機能の例として、次のコマンドを
使用します。

primary# ldm create-vf mac-addr=00:14:4f:f9:74:d0 vid=3,5,7 mtu=1500 \

unicast-slots=6 /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1

classおよび deviceプロパティーの詳細については、ldm(1M)のマニュアル
ページを参照してください。
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注 –仮想機能名は、その親の物理機能の名前から生成されます。その結果、ldm

create-vfコマンドは、名前の仮想機能の部分に基づいて数値が増加する順に実
行します。たとえば、物理機能 /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1に、次の子の仮想機能
があるとします。

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1.VF0 mac-addr=00:14:4f:f9:74:d0

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1.VF1 mac-addr=00:14:4f:f9:74:d1

次のコマンドによって仮想機能が作成されます。

primary# ldm create-vf mac-addr=00:14:4f:f9:74:d0 /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1

Created new VF: /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1.VF0

primary# ldm create-vf mac-addr=00:14:4f:f9:74:d1 /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1

Created new VF: /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1.VF1

最初の ldm create-vfコマンドにより、システムは遅延再構成モードに入りま
す。

5. 新しい構成に、手動で作成した仮想機能が含まれていることを確認します。

primary# ldm list-io -l -p | grep "type=VF" >vfs.after.txt

vfs.after.txtファイルの内容を vfs.txtファイルと比較します。

6. 制御ドメインをリブートします。
7. XMLファイルからドメインを再構成します。

primary# ldm init-system -i file.xml

多数のドメインを同時に変更しようとすると、Logical Domains
Managerがクラッシュして再起動する場合がある
バグ ID 15782994:多数のドメインの構成に影響を与える操作を試みると、Logical
Domains Managerがクラッシュして再起動する場合があります。この問題は、仮想
ネットワーク構成に関連した何らかの設定を変更しようとした場合、および同じ仮
想スイッチ内の多数の仮想ネットワークデバイスが多数のドメインにわたって存在
する場合に発生することがあります。この問題は通常、同じ仮想スイッチに接続さ
れた仮想ネットワークデバイスを含むドメインが約 90以上存在し、かつ
inter-vnet-linkプロパティーが有効になっている (デフォルトの動作)場合に発生し
ます。この現象は、ldmdログファイルや、/var/opt/SUNWldmディレクトリ内の core

ファイルにある次のメッセージを見つけることによって確認します。

Frag alloc for ’domain-name’/MD memory of size 0x80000 failed

回避方法:同じ仮想スイッチに接続された多数の仮想ネットワークデバイスを作成す
ることを避けてください。そのような作成を意図的に行う場合は、仮想スイッチ上
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で inter-vnet-linkプロパティーを offに設定します。このオプションによって、ゲ
ストドメイン間のネットワークパフォーマンスに悪影響が発生する可能性があるこ
とに注意してください。

ixgbe物理機能および仮想機能のユニキャストスロットの最大数
を超えて設定しようとしても失敗しない
バグ ID 15780217: ixgbe物理機能および仮想機能のユニキャストスロットを、上限に
よって許可される数を超えて設定しようとしても、コマンドが成功します。この上
限を超えようとすると失敗するはずですが、実際には失敗しません。

次のコマンドを使用して、デバイスでサポートされているユニキャストスロットの
最大数を識別します。

# ldm list-io -d pf-name

次に、その物理機能内の各仮想機能に与えられているユニキャストスロットの総数
がその最大値を超えていないことを確認します。

制御ドメインにはシステム内の最小番号コアが必要である
バグ ID 15778392:制御ドメインには、システム内の最小番号コアが必要です。その
ため、コア ID 0が最小番号コアである場合、制御ドメインにコア全体の制約を適用
しようとすると、そのコアをほかのどのドメインとも共有することができません。

たとえば、システム内の最小番号コアがコア ID 0である場合、制御ドメインは次の
出力のようになるはずです。

# ldm ls -o cpu primary

NAME

primary

VCPU

VID PID CID UTIL STRAND

0 0 0 0.4% 100%

1 1 0 0.2% 100%

2 2 0 0.1% 100%

3 3 0 0.2% 100%

4 4 0 0.3% 100%

5 5 0 0.2% 100%

6 6 0 0.1% 100%

7 7 0 0.1% 100%

ldmdデーモンがオンラインにならない
バグ ID 15777490: Oracle VM Server for SPARC 2.2ソフトウェアが、Oracle Solaris 10
10/09より古いOracle Solaris OSバージョンが実行されている制御ドメインにインス
トールされている場合は、ldmdデーモンのサービス管理機能 (SMF)サービスがオン
ラインになりません。この状況は、SMFの svc:/ldoms/agents SMFサービスに対する
明示的な依存関係が追加されたために発生します。
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回避方法:パッチ ID 142909-17をインストールします。これにより、ldmdが依存する
svc:/ldoms/agents SMFサービス ldmadのサポートが追加されます。

移行を取り消したあと、ターゲットシステム上で実行されている
ldmコマンドが応答しない
バグ ID 15776752:ライブ移行を取り消した場合、ターゲット上で作成されたドメイ
ンインスタンスのメモリーの内容をハイパーバイザが「スクラブする」必要があり
ます。このスクラブ処理はセキュリティー上の理由から実行され、この処理を完了
してからでないと、そのメモリーを空きメモリーのプールに返すことができませ
ん。このスクラブの進行中に、ldmコマンドが応答しなくなります。その結
果、Logical Domains Managerがハングアップしているように見えます。

回復方法:ほかの ldmコマンドを実行しようとする前に、このスクラブリクエストが
完了するまで待つ必要があります。この処理には長い時間がかかることがありま
す。たとえば、500Gバイトのメモリーを備えたゲストドメインでは、この処理の完
了に SPARC T4サーバー上では最大 7分、SPARC T3サーバー上では最大 25分かかる
ことがあります。

一部の Emulexカードが、I/Oドメインに割り当てられると機能し
ない
バグ ID 15776319:制御ドメインおよび I/Oドメイン上でOracle Solaris OSが実行され
ているシステムでは、I/Oドメインに割り当てられた一部の Emulexカードが、割り
込みを受信しないために正しく機能しません。ただし、制御ドメインに割り当てら
れると、同じカードが正しく機能します。

この問題は、次の Emulexカードで発生します。

■ Emulex 2-Gigabit/Sec PCI Express Single and Dual FC Host Adapter
(SG-XPCIE1(2)FC-EM2)

■ Emulex 4-Gigabit/Sec PCI Express Single and Dual FC Host Adapter
(SG-XPCIE2FC-EB4-N)

■ Emulex 4-Gigabit/Sec PCI Express Single and Dual FC Host Adapter
(SG-XPCIE1(2)FC-EM4)

■ Emulex 8-Gigabit/Sec PCI Express Single and Dual FC Host Adapter
(SG-XPCIE1(2)FC-EM8-Z)

■ Emulex 8-Gigabit/Sec PCI Express Single and Dual FC Host Adapter
(SG-XPCIE1(2)FC-EM8-N)

回避方法:ありません。
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SPARC T4システムへの移行時、cputrackコマンドの実行中にゲス
トドメインでパニックが発生する
バグ ID 15776123:ゲストドメインを SPARC T4システムに移行中にそのドメインで
cputrackコマンドが実行されている場合、移行が完了したあと、ターゲットマシン
上のゲストドメインでパニックが発生することがあります。

回避方法:ゲストドメインの SPARC T4システムへの移行中に cputrackコマンドを実
行しないでください。

Oracle Solaris 11: DRMの横取りによってOracle SolarisのDRの失敗
および再試行が報告される
バグ ID 15775668:高い優先順位ポリシーを持つドメインは、より低い優先順位ポリ
シーを持つドメインから仮想CPUリソースを横取りできます。この「横取り」処理
の進行中、ldmdログに 10秒ごとに次の警告メッセージが表示されることがありま
す。

warning: Unable to unconfigure CPUs out of guest domain-name

回避方法:これらの誤解を招くようなメッセージは無視できます。

ドメインに割り当てることのできる仮想機能の最大数の制限
バグ ID 15775637: I/Oドメインには、ルートコンプレックスあたりに使用できる割り
込みリソースの数に関する制限があります。

SPARC T3および SPARC T4システムでは、この制限は約 63 MSI/Xベクトルです。各
igb仮想機能は、3つの割り込みを使用します。ixgbe仮想機能は、2つの割り込みを
使用します。

あるドメインに多数の仮想機能を割り当てると、そのドメインの、これらのデバイ
スをサポートするためのシステムリソースが不足します。次のようなメッセージが
表示されることがあります。

WARNING: ixgbevf32: interrupt pool too full.

WARNING: ddi_intr_alloc: cannot fit into interrupt pool

CPU間の移行を使用するゲストドメインが、移行の完了後、ラン
ダムな稼働時間を報告する
バグ ID 15775055: CPU周波数が異なる 2台のマシン間でドメインが移行されたあ
と、ldm listコマンドによる稼働時間レポートが正しくないことがあります。これ
らの正しくない結果は、稼働時間が、そのドメインが実行されているマシンの STICK

周波数に基づいて計算されるために発生します。ソースマシンとターゲットマシン
の間で STICK周波数が異なる場合は、稼働時間が間違ってスケーリングされて表示さ
れます。
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ゲストドメイン自体によって報告および表示される稼働時間は正確です。また、ゲ
ストドメイン内のOracle Solaris OSによって実行されるアカウンティングもすべて正
確です。

Oracle Solaris 10:Intelデュアルポート Ethernet Controller X540
カードでのブート時に ixgbeドライバによるパニックが発生する
可能性がある
バグ ID 15773603: Intelデュアルポート Ethernet Controller X540カードでのブート時
に、Oracle Solaris 10 ixgbeドライバに起因するシステムパニックが発生する可能性が
あります。このパニックが発生するのは、このドライバが、ほかのドライバの接続
を妨げる優先度の高いタイマーを持っているからです。

回避方法:システムをリブートします。

バージョン8.2.0のシステムファームウェアには新しい
バージョンの scvarデータベースが含まれている
バグ ID 15772090:バージョン 8.2.0のシステムファームウェアには新しいバージョン
の scvarデータベースが含まれていますが、これは、インストール完了後にデフォル
トに戻ります。

回避方法:システムファームウェアをインストールする前に、実行中のOracle VM
Server for SPARCの構成や変更されたすべてのシステム診断プロパティーを記録して
おきます。ILOM showコマンドを使用します。次に例を示します。

-> show /HOST/domain/configs

ファームウェアをインストールしたあと、システムの電源を投入する前に、ILOM
setコマンドを使用します。次に例を示します。

-> set /HOST/bootmode config=config-name

この時点では、Oracle VM Server for SPARCの構成は保持されています。ただし、特定
の構成、factory-default構成のどちらをブートするかを選択する必要があります。

ファームウェアをインストールしたあと、次のプロパティー値がデフォルト値に戻
ります。

/HOST

Properties:

autorunonerror

ioreconfigure

/HOST/bootmode

Properties:

config
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/HOST/diag

Properties:

error_reset_level

error_reset_verbosity

hw_change_level

hw_change_verbosity

level

mode

power_on_level

power_on_verbosity

trigger

verbosity

/HOST/domain/control

Properties:

auto-boot

boot_guests

/HOST/tpm

Properties:

enable

activate

forceclear

/SYS

Properties:

keyswitch_state

/SP/powermgmt

Properties:

policy

すべての仮想機能を破棄してスロットをルートドメインに戻して
も、ルートコンプレックスリソースが回復されない
バグ ID 15765858:すべての仮想機能を破棄してスロットをルートドメインに戻して
も、ルートコンプレックスのリソースが回復されません。

回避方法:特定の PCIeバスに対する iovオプションを offに設定してください。

primary# ldm start-reconf primary

primary# ldm set-io iov=off pci_0

PCIeから PCIへのブリッジを備えた PCIeカードの ldm remove-io

は、拒否されるべきである
バグ ID 15761509:このサポートドキュメント (https://support.us.oracle.com/
oip/faces/secure/km/DocumentDisplay.jspx?id=1325454.1)に記載された、直接 I/O
(DIO)機能をサポートする PCIeカードのみを使用してください。

回避方法: ldm add-ioコマンドを使用して primaryドメインにカードをふたたび追加
します。
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ldm startコマンドの直後に ldm stopコマンドを発行すると、コ
マンドが失敗する可能性がある
バグ ID 15759601: ldm startコマンドの直後に ldm stopコマンドを発行すると、ldm

stopコマンドが次のエラーで失敗する可能性があります。

LDom domain stop notification failed

回避方法: ldm stopコマンドをもう一度発行します。

init-systemが、保存したXMLファイルからゲストドメインに対
する名前付きコアの制約を復元しない
バグ ID 15758883: ldm init-systemコマンドを使用しても、保存した XMLファイルか
らゲストドメインに対する名前付きCPUコアの制約を復元できません。

回避方法:次の手順を実行します。

1. primaryドメイン用のXMLファイルを作成します。

# ldm ls-constraints -x primary > primary.xml

2. ゲストドメイン (複数可)用のXMLファイルを作成します。

# ldm ls-constraints -x ldom[,ldom][,...] > guest.xml

3. システムの電源を再投入し、出荷時のデフォルト構成でブートします。
4. XML構成を primaryドメインに適用します。

# ldm init-system -r -i primary.xml

5. リブートします。
6. XML構成をゲストドメイン (複数可)に適用します。

# ldm init-system -f -i guest.xml

ldm set-ioを使用して pvidの値を 2回続けて変更すると、構成が
失敗する可能性がある
バグ ID 15753523: ldm set-ioコマンドを使用して仮想機能の pvidプロパティー値を 2
回以上変更すると、pvidの値が仮想機能ハードウェアに正しく設定されない可能性
があります。

回避方法:数秒待ったあとで、ldm set-ioコマンドを再実行します。

非常に多数の仮想機能が割り当てられたprimaryドメインをリ
ブートすると、システムでパニックが発生する
バグ ID 15750727:非常に多数の仮想機能が割り当てられた primaryドメインをリ
ブートすると、システムでパニックが発生します。

回避方法:次のいずれかを実行してください。
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■ 仮想機能の数を減らすことで、失敗する仮想機能の数を減らします。この変更に
よってチップの応答性を維持できる可能性があります。

■ システムのすべての ixgbe仮想機能に対して 1つの IRMプールのみが作成される
ため、ixgbe仮想機能用の割り込みリソース管理 (IRM)プールをより多く作成し
ます。

あいまいな SR-IOVエラーメッセージ: Create vf failed
バグ ID 15748555:ある物理機能デバイスで構成可能な仮想機能の最大数を超えて仮
想機能を作成しようとすると、Create vf failed というメッセージが発行されま
す。このエラーメッセージでは失敗の理由が不明です。

Oracle Solaris 11 OS:マルチソケットの SPARC Tシリーズまたは
Fujitsu M10システムで、直接 I/Oを使用してprimaryドメインか
ら複数のPCIeスロットを削除すると、ブート時にパニックが発
生することがある
バグ ID 15748357:直接 I/O (ldm remove-io)を使用してマルチソケットの SPARC Tシ
リーズまたは Fujitsu M10システムから複数の PCIeスロットを削除すると、システム
のブート時にパニックが発生します。この問題は、PCIeスロットのパスが互いに似
ている場合に発生します (ルートコンプレックスパスを除く)。このパニック
は、PCIeスロットを削除してから primaryドメインをリブートしたあとで発生する
可能性があります。直接 I/O (DIO)機能の詳細については、『Oracle VM Server for
SPARC 3.0管理ガイド』の「PCIeエンドポイントデバイスの割り当て」を参照してく
ださい。

たとえば、/SYS/MB/PCIE5 (pci@500/pci@2/pci@0/pci@0)スロットと /SYS/MB/PCIE4

(pci@400/pci@2/pci@0/pci@0)スロットを削除すると、パス名が似ているため、Oracle
Solaris 11 OSの次回のブートでパニックが発生することがあります。

/SYS/MB/PCIE4および /SYS/MB/PCIE5 PCIeスロットを削除したあとで次の ldm list-io

コマンドを実行します。

# ldm list-io

IO PSEUDONYM DOMAIN

-- --------- ------

pci@400 pci_0 primary

niu@480 niu_0 primary

pci@500 pci_1 primary

niu@580 niu_1 primary

PCIE PSEUDONYM STATUS DOMAIN

---- --------- ------ ------

pci@400/pci@2/pci@0/pci@8 /SYS/MB/PCIE0 OCC primary

pci@400/pci@2/pci@0/pci@4 /SYS/MB/PCIE2 OCC primary

pci@400/pci@2/pci@0/pci@0 /SYS/MB/PCIE4 OCC

pci@400/pci@1/pci@0/pci@8 /SYS/MB/PCIE6 OCC primary
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pci@400/pci@1/pci@0/pci@c /SYS/MB/PCIE8 OCC primary

pci@400/pci@2/pci@0/pci@e /SYS/MB/SASHBA OCC primary

pci@400/pci@1/pci@0/pci@4 /SYS/MB/NET0 OCC primary

pci@500/pci@2/pci@0/pci@a /SYS/MB/PCIE1 OCC primary

pci@500/pci@2/pci@0/pci@6 /SYS/MB/PCIE3 OCC primary

pci@500/pci@2/pci@0/pci@0 /SYS/MB/PCIE5 OCC

pci@500/pci@1/pci@0/pci@6 /SYS/MB/PCIE7 OCC primary

pci@500/pci@1/pci@0/pci@0 /SYS/MB/PCIE9 OCC primary

pci@500/pci@1/pci@0/pci@5 /SYS/MB/NET2 OCC primary

#

回避方法:似たパス名を持つスロットをすべて削除しないでください。代わりに、そ
のような PCIeスロットを 1つだけ削除してください。

また、パスが似ていないスロットに PCIeカードを挿入し、それらをDIO機能で使用
することもできます。

部分的なコアを持つprimaryでコア全体のDR移行が許可されな
い
バグ ID 15748348: primaryドメインが別のドメインと最小番号の物理コア (通常は 0)
を共有している場合、primaryドメインでコア全体の制約を設定する試みが失敗しま
す。

回避方法:次の手順を実行します。

1. ドメインで共有されている、最小番号のバインドされたコアを判定します。

# ldm list -o cpu

2. primaryドメイン以外のすべてのドメインで、最小番号コアのすべてのCPUス
レッドのバインドを解除します。

結果として、最小番号コアのCPUスレッドは共有されず、primaryドメインに自
由にバインドできるようになります。

3. 次のいずれかを実行して、コア全体の制約を設定します。
■ CPUスレッドを primaryドメインにバインドし、ldm set-vcpu -cコマンドを
使用してコア全体の制約を設定します。

■ ldm set-coreコマンドを使用して、CPUスレッドのバインドとコア全体の制約
の設定を一度に行います。

primaryドメインのリブート後に、primaryドメインに割り当てら
れた igbおよび ixgbe仮想機能が障害の状態になる
バグ ID 15747047: primaryドメインのリブート後に igbおよび ixgbe仮想機能デバイ
スが障害の状態になります。これらの仮想機能は primaryドメインに割り当てられて
います。システム構成に含まれるのは、primaryドメインだけです。ゲストドメイン
や I/Oドメインは構成されていません。
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fmadm faultyコマンドは、各仮想機能デバイスで障害が発生していることを示しま
す。fmadm repairコマンドを使用すれば障害から回復できますが、primaryドメイン
をリブートするたびに障害の状態に戻ります。

回避方法: primaryドメインをリブートするたびに、fmadm repairコマンドを使用し
て障害から回復します。

ブート後に ldm list-ioコマンドでUNKまたは INV状態が表示さ
れる
バグ ID 15738561: primaryドメインがブートされた直後に ldm list-ioコマンドを実
行すると、PCIeスロットや SR-IOV仮想機能でUNKまたは INV状態が表示される可
能性があります。この問題の原因は、Oracle Solaris OSからの Logical Domains
エージェント応答の遅延にあります。

この問題は、いくつかのシステムでのみ報告されました。

回避方法: Logical Domainsエージェントから情報が受信されると、PCIeスロットや仮
想機能のステータスが自動的に更新されます。

SPARC T4-4sで非常に大容量のメモリーのドメインを移行する
と、ターゲットシステムのドメインでパニックが発生する
バグ ID 15731303: 500Gバイトを超えるメモリーが搭載されたドメインは移行しない
でください。ドメインのメモリー構成を確認するには、ldm list -o mem コマンドを
使用します。合計 500Gバイトを超える複数のメモリーブロックを含む一部のメモ
リー構成では、次のようなスタックでパニックが発生する可能性があります。

panic[cpu21]/thread=2a100a5dca0:

BAD TRAP: type=30 rp=2a100a5c930 addr=6f696e740a232000 mmu_fsr=10009

sched:data access exception: MMU sfsr=10009: Data or instruction address

out of range context 0x1

pid=0, pc=0x1076e2c, sp=0x2a100a5c1d1, tstate=0x4480001607, context=0x0

g1-g7: 80000001, 0, 80a5dca0, 0, 0, 0, 2a100a5dca0

000002a100a5c650 unix:die+9c (30, 2a100a5c930, 6f696e740a232000, 10009,

2a100a5c710, 10000)

000002a100a5c730 unix:trap+75c (2a100a5c930, 0, 0, 10009, 30027b44000,

2a100a5dca0)

000002a100a5c880 unix:ktl0+64 (7022d6dba40, 0, 1, 2, 2, 18a8800)

000002a100a5c9d0 unix:page_trylock+38 (6f696e740a232020, 1, 6f69639927eda164,

7022d6dba40, 13, 1913800)

000002a100a5ca80 unix:page_trylock_cons+c (6f696e740a232020, 1, 1, 5,

7000e697c00, 6f696e740a232020)

000002a100a5cb30 unix:page_get_mnode_freelist+19c (701ee696d00, 12, 1, 0, 19, 3)

000002a100a5cc80 unix:page_get_cachelist+318 (12, 1849fe0, ffffffffffffffff, 3,

0, 1)

000002a100a5cd70 unix:page_create_va+284 (192aec0, 300ddbc6000, 0, 0,
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2a100a5cf00, 300ddbc6000)

000002a100a5ce50 unix:segkmem_page_create+84 (18a8400, 2000, 1, 198e0d0, 1000,

11)

000002a100a5cf60 unix:segkmem_xalloc+b0 (30000002d98, 0, 2000, 300ddbc6000, 0,

107e290)

000002a100a5d020 unix:segkmem_alloc_vn+c0 (30000002d98, 2000, 107e000, 198e0d0,

30000000000, 18a8800)

000002a100a5d0e0 genunix:vmem_xalloc+5c8 (30000004000, 2000, 0, 0, 80000, 0)

000002a100a5d260 genunix:vmem_alloc+1d4 (30000004000, 2000, 1, 2000,

30000004020, 1)

000002a100a5d320 genunix:kmem_slab_create+44 (30000056008, 1, 300ddbc4000,

18a6840, 30000056200, 30000004000)

000002a100a5d3f0 genunix:kmem_slab_alloc+30 (30000056008, 1, ffffffffffffffff,

0, 300000560e0, 30000056148)

000002a100a5d4a0 genunix:kmem_cache_alloc+2dc (30000056008, 1, 0, b9,

fffffffffffffffe, 2006)

000002a100a5d550 genunix:kmem_cpucache_magazine_alloc+64 (3000245a740,

3000245a008, 7, 6028f283750, 3000245a1d8, 193a880)

000002a100a5d600 genunix:kmem_cache_free+180 (3000245a008, 6028f2901c0, 7, 7,

7, 3000245a740)

000002a100a5d6b0 ldc:vio_destroy_mblks+c0 (6028efe8988, 800, 0, 200, 19de0c0, 0)

000002a100a5d760 ldc:vio_destroy_multipools+30 (6028f1542b0, 2a100a5d8c8, 40,

0, 10, 30000282240)

000002a100a5d810 vnet:vgen_unmap_rx_dring+18 (6028f154040, 0, 6028f1a3cc0, a00,

200, 6028f1abc00)

000002a100a5d8d0 vnet:vgen_process_reset+254 (1, 6028f154048, 6028f154068,

6028f154060, 6028f154050, 6028f154058)

000002a100a5d9b0 genunix:taskq_thread+3b8 (6028ed73908, 6028ed738a0, 18a6840,

6028ed738d2, e4f746ec17d8, 6028ed738d4)

回避方法: 500Gバイトを超えるメモリーを含むドメインの移行は実行しないでくださ
い。

ゲストドメインから多数のCPUを削除すると失敗する
バグ ID 15726205:ゲストドメインから多数のCPUを削除しようとすると、次のエ
ラーメッセージが表示される可能性があります。

Request to remove cpu(s) sent, but no valid response received

VCPU(s) will remain allocated to the domain, but might

not be available to the guest OS

Resource modification failed

回避方法:ゲストドメインから 100個を超えるCPUを削除する場合、事前にドメイン
を停止します。

Oracle Solarisのホットプラグ操作を使用してPCIeエンドポイント
デバイスをホットリムーブできない
バグ ID 15721872: ldm rm-ioコマンドを使用して PCIeエンドポイントデバイスを
primaryドメインから削除したあとで、Oracle Solarisのホットプラグ操作を使用して
そのデバイスをホットリムーブすることはできません。PCIeエンドポイントデバイ
スの置換や削除を行う方法については、『Oracle VM Server for SPARC 3.0管理ガイ
ド』の「PCIeハードウェアの変更」を参照してください。
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スライス2がない物理ディスクの仮想ディスク検証に失敗する
バグ ID 15713809:サイズ 0のスライス 2で構成された物理ディスクでは、次の問題が
発生する可能性があります。

■ ldm add-vdsdevコマンドを使用してそのようなディスクを仮想ディスクのバック
エンドとして追加すると、コマンドが失敗します。

# ldm add-vdsdev /dev/dsk/c3t1d0s2 vol@primary-vds0

Path /dev/dsk/c3t1d0s2 is not valid on service domain primary

primaryドメインとすべてのサービスドメインにパッチ ID 147708-01をインス
トールしてから、svc:/ldoms/agentsサービスを再起動します。

■ ldm bindコマンドを使用してそのようなディスクを仮想ディスクのバックエンド
として持つドメインをバインドすると、コマンドが失敗します。

# ldm bind ldg3

Path /dev/dsk/c3t1d0s2 is not valid on service domain primary

この問題を回避するには、ldm bindコマンドの -qオプションを使用します。

# ldm bind -q ldg3

両方の問題のもう 1つの回避方法は、ldm add-vdsdevおよび ldm bindコマンドで実行
されるディスク検証を永続的に無効化することです。結果として、-qオプションを
指定する必要がなくなります。ディスクの検証を永続的に無効化するには、ldmd

サービスの device_validationプロパティーを更新します。

# svccfg -s ldmd setprop ldmd/device_validation=value
# svcadm refresh ldmd

# svcadm restart ldmd

ネットワークデバイスとディスクデバイスの検証を無効にする場合は、値 0を指定
します。ディスクデバイスの検証は無効にするが、ネットワークデバイスの検証は
まだ有効にしておく場合は、値 1を指定します。

device_validationプロパティーの可能な値は次のとおりです。

0 すべてのデバイスの検証を無効にする

1 ネットワークデバイスの検証を有効にする

2 ディスクデバイスの検証を有効にする

3 ネットワークデバイスとディスクデバイスの検証を有効にする

-1 すべてのタイプのデバイスの検証を有効にする (デフォルト)

ハイブリッド I/Oおよび仮想 I/Oの仮想ネットワークデバイスを持
つゲストドメインの移行時に、nxgeパニックが発生する
バグ ID 15710957:ハイブリッド I/O構成が含まれた高負荷のゲストドメインを移行し
ようとすると、nxgeパニックが発生することがあります。
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回避方法: primaryドメイン、およびそのドメインのハイブリッド I/O構成の一部であ
るサービスドメイン上で、/etc/systemファイルに次の行を追加します。

set vsw:vsw_hio_max_cleanup_retries = 0x200

移行に含まれる共有NFSリソースが見つからない場合、すべての
ldmコマンドがハングアップする
バグ ID 15708982:開始された移行や進行中の移行、またはすべての ldmコマンドがい
つまでもハングアップします。この状況は、移行するドメインが別のシステムの共
有ファイルシステムを使用し、そのファイルシステムが共有されなくなった場合に
発生します。

回避方法:共有ファイルシステムをふたたびアクセス可能にします。

システムログサービスがオンラインにならない場合、Logical
Domainsエージェントサービスもオンラインにならない
バグ ID 15707426:システムログサービス svc:/system/system-logが起動に失敗して
オンラインにならない場合、Logical Domainsエージェントサービスもオンラインに
なりません。Logical Domainsエージェントサービスがオンラインではない場
合、virtinfo、ldm add-vsw、ldm add-vdsdev、ldm list-io commands の各コマンドが
予想したとおりに動作しない場合があります。

回避方法: svc:/ldoms/agents:defaultサービスが有効化され、オンラインになってい
ることを確認します。

# svcs -l svc:/ldoms/agents:default

svc:/ldoms/agents:defaultサービスがオフラインの場合は、サービスが有効化され
ていることと、依存するすべてのサービスがオンラインであることを確認します。

移行中にカーネルのデッドロックによってマシンがハングアップ
する
バグ ID 15704500:アクティブなゲストドメインの移行がハングアップし、ソースマ
シンが応答しなくなることがあります。この問題が発生した場合、次のメッセージ
がコンソールと /var/adm/messagesファイルに書き込まれます。

vcc: i_vcc_ldc_fini: cannot close channel 15

vcc: [ID 815110 kern.notice] i_vcc_ldc_fini: cannot

close channel 15

表示されるチャネル番号はOracle Solaris内部チャネル番号であり、警告メッセージ
ごとに異なる可能性があります。
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回避方法:ドメインを移行する前に、ゲストドメインのコンソールの接続を切断しま
す。

回復方法:ソースマシンの電源を再投入します。

DRMおよび ldm list出力に、ゲストドメイン内の実際の仮想 CPU
の数とは異なる数が表示される
バグ ID 15702475: CPUの数が大幅に削減されたあとにロードされたドメインのDRM
ポリシーの期限が切れると、Oracle VM Server for SPARCログに No response

メッセージが表示されることがあります。ldm list出力には、psrinfo出力に示され
ている数よりも多くのCPUリソースがドメインに割り当てられていることが示され
ています。

回避方法: ldm set-vcpuコマンドを使用して、ドメイン上の CPUの数を psrinfo出力
に示されている数にリセットします。

ターゲットマシン上の非アクティブなマスタードメインに依存す
るドメインのライブ移行を行うと ldmdで障害が発生し、セグメ
ント例外が生成される
バグ ID 15701865:ターゲットマシン上の非アクティブなドメインに依存するドメイ
ンのライブ移行を試みると、ldmdデーモンで障害が発生してセグメント例外が生成
され、ターゲットマシン上のドメインが再起動されます。それでも移行を実行でき
ますが、それはライブ移行ではありません。

回避方法:ライブ移行を試みる前に、次のいずれかのアクションを実行してくださ
い。

■ 移行するドメインからゲスト依存関係を削除します。
■ ターゲットマシン上のマスタードメインを起動します。

ポリシーが削除された場合やポリシーの期限が切れた場合に、移
行されたドメインでDRMが仮想CPUの数をデフォルトに戻すこ
とができない
バグ ID 15701853: DRMポリシーが有効な間にドメイン移行を実行し、その後、DRM
ポリシーの期限が切れた場合、または移行されたドメインからDRMポリシーが削除
された場合、DRMはドメイン上の仮想CPUの数を元の数に戻すことができません。

回避方法: DRMポリシーがアクティブな間にドメインを移行し、その後DRMポリ
シーが削除された場合やDRMポリシーの期限が切れた場合は、仮想CPUの数をリ
セットします。ldm set-vcpuコマンドを使用し、ドメイン上の仮想 CPUの数を元の
数に設定します。
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DR中に仮想CPUタイムアウトエラーが発生する
バグ ID 15701258: 100を超える仮想CPUといくつかの暗号化装置を持つゲストドメ
インで ldm set-vcpu 1コマンドを実行すると、仮想 CPUの削除に失敗します。仮想
CPUはDRタイムアウトエラーが原因で削除されません。暗号化装置は正常に削除
されます。

回避方法: ldm rm-vcpuコマンドを使用して、ゲストドメインから仮想 CPUを 1つを
残してすべて削除します。100を超える仮想CPUを一度に削除しないでください。

システムのMACアドレスが別のMACアドレスと重複している場
合、移行の失敗理由が報告されない
バグ ID 15699763:ドメインに重複するMACアドレスが含まれている場合、そのドメ
インを移行できません。通常、この理由によって移行に失敗すると、失敗
メッセージにはMACアドレスの重複が示されます。しかし、この失敗メッセージ
が、MACアドレスの重複を報告しないことがまれにあります。

# ldm migrate ldg2 system2

Target Password:

Domain Migration of LDom ldg2 failed

回避方法:ターゲットマシンのMACアドレスが一意であることを確認します。

移行処理を「反対方向」に同時に実行すると、ldmがハング
アップすることがある
バグ ID 15696986: 2つの ldm migrateコマンドを「反対方向」に同時に実行する
と、その 2つのコマンドがハングアップして完了できなくなる場合があります。反
対方向の状況は、マシンAからマシン Bへの移行と、マシン BからマシンAへの移
行を同時に開始した場合に発生します。

ハングアップは、移行プロセスが -nを使用して予行演習として開始された場合でも
発生します。この問題が発生した場合は、ほかの ldmコマンドもすべてハング
アップする可能性があります。

回避方法:ありません。

制御ドメインから多数のCPUを削除すると失敗する
バグ ID 15677358: 100を超えるCPUを制御ドメイン (primaryドメインとも呼ばれる)
から削除する場合は、動的再構成ではなく遅延再構成を使用します。次の手順を実
行します。

1. ldm start-reconf primary コマンドを使用して、制御ドメインを遅延再構成
モードにします。
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2. 必要な数のCPUリソースを削除します。
CPUリソースの削除中に何らかの間違いをおかした場合は、制御ドメインがまだ
遅延構成状態になっている間にCPUを削除する別のリクエストを試みないでくだ
さい。そうした場合、コマンドが失敗します (35ページの「遅延再構成中に実行
を許可されるCPU構成操作は 1つだけである」を参照)。代わりに、ldm

cancel-reconfコマンドを使用して遅延構成処理を取り消し、最初からやり直し
ます。

3. 制御ドメインをリブートします。

エラスティックポリシーが設定され、Oracle Solaris 10 8/11 OSを
実行しているシステムが、ハングアップすることがある
バグ ID 15672651および 15731467:次の条件が満たされていると、ログイン時または
コマンド実行中にOSがハングすることがあります。

■ Oracle Solaris 10 8/11 OSが SPARC sun4vシステムで実行されている
■ Power Management (PM)エラスティックポリシーが、システムの ILOMサービスプ
ロセッサで設定されている

回避方法:パッチ ID 147149-01を適用します。

pkgaddが /var/svc/manifest/platform/sun4v/ldmd.xmlでのACLエ
ントリの設定に失敗する
バグ ID 15668881: pkgaddコマンドを使用して、Sun ZFSストレージアプライアンスか
らNFS経由でエクスポートされたディレクトリから SUNWldm.vパッケージをインス
トールすると、次のエラーメッセージが表示される場合があります。

cp: failed to set acl entries on /var/svc/manifest/platform/sun4v/ldmd.xml

回避方法:このメッセージは無視してください。

SPARC T3-1:複数の直接 I/Oパス経由でアクセスできるディスクの
問題
バグ ID 15668368: SPARC T3-1システムには、デュアルポートディスクをインス
トールできます。このディスクには、2つの異なる直接 I/Oデバイスからアクセスで
きます。この 2つの直接 I/Oデバイスをそれぞれ異なるドメインに割り当てる
と、ディスクが両方のドメインで使用されることになり、ディスクの実際の使用状
態によっては他方のドメインに影響を及ぼすことがあります。

回避方法:同じディスクセットにアクセスする複数の直接 I/Oデバイスを、それぞれ
異なる I/Oドメインに割り当てないでください。T3-1システムにデュアルポート
ディスクがあるかどうかを調べるには、次のコマンドを SPで実行します。
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-> show /SYS/SASBP

出力の fru_descriptionの値が次のとおりならば、対応するシステムにデュアル
ポートディスクがあります。

fru_description = BD,SAS2,16DSK,LOUISE

システムにデュアルディスクが存在している場合は、次に示す直接 I/Oデバイスが両
方とも同じドメインに割り当てられていることを確認します。

pci@400/pci@1/pci@0/pci@4 /SYS/MB/SASHBA0

pci@400/pci@2/pci@0/pci@4 /SYS/MB/SASHBA1

複数のNIU nxgeインスタンスがplumbされているときにメモリー
DR削除処理を実行すると、無限にハングアップして完了しない
ことがある
バグ ID 15667770: 1つのドメインで複数のNIU nxgeインスタンスが plumbされてい
ると、ドメインからメモリーを削除する場合に使用する ldm rm-memおよび ldm

set-memコマンドが、いつまでも完了しない可能性があります。メモリー削除処理中
に問題が発生したかどうかを確認するには、ldm list -o status コマンドで処理の進
行状況を監視します。完了率が変わらない状態が何分間も続いているときは、この
問題が発生している可能性があります。

回避方法: ldm rm-memまたは ldm set-memコマンドを取り消します。

回避方法: ldm rm-memまたは ldm set-memコマンドを取り消し、十分な量のメモ
リーが削除されたかどうかをチェックします。削除されていない場合は、もう一度
メモリー削除コマンドを実行するときに削除するメモリーの量を小さくすると、正
常に完了する可能性があります。

この問題が primaryドメインで発生した場合は、次を行なってください。

1. primaryドメインで遅延再構成処理を開始します。

# ldm start-reconf primary

2. 必要な量のメモリーをこのドメインに割り当てます。
3. primaryドメインをリブートします。

この問題がその他のドメインで発生した場合は、そのドメインを停止してから、ド
メインに割り当てるメモリー量を調節します。
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マスター -スレーブ関係にあるドメインで ldm stop -aコマンドを
実行すると、スレーブに stoppingフラグが設定されたままになる
バグ ID 15664666:リセット依存関係が作成されているときに、ldm stop -aコマンド
を実行すると、リセット依存関係にあるドメインが単に停止するのではなく、再起
動されることがあります。

回避方法:まず、ldm stopコマンドをマスタードメインに発行します。次に、ldm

stopコマンドをスレーブドメインに発行します。スレーブドメインの初回の停止に
失敗した場合は、ldm stop -f コマンドをスレーブドメインに対して実行します。

有効なデフォルトDRMポリシーがあるドメインをマイグレート
すると、使用可能なCPUがすべてターゲットドメインに割り当て
られる
バグ ID 15655513:アクティブなドメインの移行後、マイグレートしたドメインの
CPU利用率が短時間で劇的に増加することがあります。移行の時点で動的リソース
管理 (Dynamic Resource Managment、DRM)ポリシーがドメインに対して有効化され
ている場合は、Logical Domains ManagerによってCPUの追加が開始されることがあ
ります。特に、ポリシーの追加時にプロパティー vcpu-maxおよび attackが指定され
ていなかった場合は、デフォルト値 unlimitedが有効になるため、ターゲットマシン
のバインドされていないCPUがすべて、マイグレートされたドメインに追加されま
す。

回復方法:回復させる必要はありません。CPU利用率が、DRMポリシーで指定され
た上限を下回ると、Logical Domains Managerによって自動的にCPUが削除されま
す。

使用中のMACアドレスがふたたび割り当て可能になる
バグ ID 15655199:使用中のMACアドレスが検出されず、誤ってふたたび割り当てら
れることがあります。

回避方法:使用中のMACアドレスをふたたび割り当てることができないように手動
で確認してください。

ldmconfigが SP上にドメイン構成を作成できない
バグ ID 15654965: ldmconfigスクリプトが、格納された論理ドメイン構成をサービス
プロセッサ (Service Processor、SP)上に正しく作成できません。

回避方法: ldmconfigスクリプトが完了してドメインがリブートしたあと、システム
を再投入しないでください。代わりに、次の手順を手動で実行してください。

1. SPに構成を追加します。

既知の問題

Oracle VM Server for SPARC 3.0リリースノート • 2013年 5月72



# ldm add-spconfig new-config-name
2. primary-with-clients構成を SPから削除します。

# ldm rm-spconfig primary-with-clients

3. システムの電源を再投入します。

システムの電源を再投入する前にこれらの手順を実行しなかった場
合、primary-with-client構成の存在により、ドメインが非アクティブになりま
す。この場合、各ドメインを手動でバインドしてから、ldm start -a コマンドを実行
してそれらのドメインを起動する必要があります。ゲストのブート後にこの処理を
繰り返すと、電源の再投入後にゲストドメインが自動的にブートするようになりま
す。

非協調的Oracle Solarisドメイン移行が cpu0がオフラインの場合
にブロックされることがある
バグ ID 15653424:アクティブドメインの移行時に、ドメインで実行されているリ
リースがOracle Solaris 10 10/09 OSのリリースよりも古く、かつドメイン内の最小番
号のCPUが offline状態の場合に、移行に失敗することがあります。この操作に失
敗するのは、Logical Domains ManagerがCPU DRを使用してドメインのCPUを 1つだ
けに減らしたときです。このときに、Logical Domains Managerはドメイン内の最小番
号のCPUを除いてすべて削除しようとしますが、最小番号のCPUがオフラインのた
め、処理が失敗します。

回避方法:移行を実行する前に、ドメイン内の最小番号のCPUが online状態に
なっていることを確認してください。

メモリーDRが移行のキャンセル後に無効になる
バグ ID 15646293: Oracle Solaris 10 9/10ドメインが移行操作の中で一時停止状態にされ
たあとで、メモリー動的再構成 (Dynamic Reconfiguration、DR)が無効になります。こ
のアクションは、移行に成功した場合だけでなく、移行がキャンセルされて、ドメ
インがソースマシン上に残っている場合にも行われます。

仮想ネットワークデバイスのMTU値の動的再構成が失敗するこ
とがある
バグ ID 15631119:制御ドメインの仮想ネットワークデバイスの最大伝送単位
(Maximum Transmission Unit、MTU)を変更すると、遅延再構成処理が起動されま
す。そのあとで遅延再構成をキャンセルしても、デバイスのMTU値は元の値に復元
されません。
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回復方法: ldm set-vnetコマンドを再実行してMTUを元の値に設定します。MTUの
設定を変更すると、制御ドメインが遅延再構成モードになりますが、このモードを
キャンセルする必要があります。これで、MTU値は元の正しいMTU値になりま
す。

# ldm set-vnet mtu=orig-value vnet1 primary

# ldm cancel-op reconf primary

ターゲットOSが暗号化装置のDRをサポートしていない場
合、MAUを持つ移行したドメインにCPUが1つしか含まれない
バグ ID 15606220: Logical Domains 1.3リリース以降では、ドメインに暗号化装置がバ
インドされていてもドメインを移行できます。

次の場合には、移行の完了後、ターゲットマシンに 1つのCPUしか含まれません。

■ ターゲットマシンで Logical Domains 1.2が実行されている
■ ターゲットマシン上の制御ドメインが実行しているOracle Solaris OSのバージョン
が、暗号化装置のDRをサポートしていない

■ 暗号化装置が含まれるドメインを移行した

移行の完了後、ターゲットドメインは正常に再開され運用されますが、CPUが 1つ
のみの縮退状態になります。

回避方法:移行前に、Logical Domains 1.3を実行しているソースマシンから暗号化装置
を削除します。

軽減方法:この問題を回避するには、次の手順のいずれかまたは両方を実行します。

■ ターゲットマシンに最新のOracle VM Server for SPARCソフトウェアをインス
トールします。

■ ターゲットマシンの制御ドメインにパッチ ID 142245-01をインストールする
か、またはOracle Solaris 10 10/09以降のOSにアップグレードします。

実アドレスメモリーのバインドが失敗したときの移行失敗
メッセージがわかりにくい
バグ ID 15605806:特定の状況では、移行が失敗して次のエラーメッセージが表示さ
れ、ソースドメインに必要なメモリーをバインドできなかったことが ldmdで報告さ
れる場合があります。この状況は、ターゲットマシンで使用可能なメモリーの合計
容量がソースドメインで使用されているメモリー容量 (ldm ls-devices -a mem で確
認)より多い場合でも発生することがあります。

Unable to bind 29952M memory region at real address 0x8000000

Domain Migration of LDom ldg0 failed
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原因:この障害は、ターゲットマシン上の実アドレス (Real Address、RA)と物理アド
レス (Physical Address、PA)の間の一致要件を満たすことができないために発生しま
す。

回避方法:ドメインを停止し、コールド移行として移行を実行します。ゲストドメイ
ン上のメモリーのサイズを 128Mバイト削減し、ドメインの動作中に移行が続行され
るようにすることもできます。

ドメインからすべての暗号化装置を動的に削除すると、SSHが終
了する
バグ ID 15600969:動作中のドメインからすべてのハードウェア暗号化装置を動的に
削除すると、暗号化フレームワークがソフトウェア暗号化プロバイダへのシームレ
スな切り替えに失敗し、すべての ssh接続が強制終了します。

回復方法:ドメインからすべての暗号化装置を削除したあと、ssh接続を再確立しま
す。

回避方法:サーバー側の /etc/ssh/sshd_configファイルに UseOpenSSLEngine=noを設
定し、svcadm restart ssh コマンドを実行します。

ssh接続にはハードウェア暗号化装置が使用されなくなるので、パフォーマンスの向
上というメリットはなくなりますが、暗号化装置が削除されても ssh接続は切断さ
れなくなります。

ldm list-io -l出力で PCI Express Dual 10-Gigabit Ethernet Fiber
カードに4つのサブデバイスが表示される
バグ ID 15597025: PCI Express Dual 10-Gigabit Ethernet Fiberカード (X1027A-Z)が搭載さ
れたシステム上で ldm ls-io -lコマンドを実行すると、次のような出力が表示され
る場合があります。

primary# ldm ls-io -l

...

pci@500/pci@0/pci@c PCIE5 OCC primary

network@0

network@0,1

ethernet

ethernet

この出力には 4つのサブデバイスが表示されていますが、この Ethernetカードには
ポートが 2個しかありません。これは、このカードには 4つの PCI機能があるために
発生します。4つの機能のうち 2つは内部で無効になっており、ldm ls-io -l出力で
は ethernetとして表示されます。

回避方法: ldm ls-io -l出力の ethernetエントリは無視してかまいません。
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いくつかのドメインがブート中の場合、ldmコマンドの応答が遅
くなる
バグ ID 15572184:いくつかのドメインがブート中だと ldmコマンドの応答が遅くなる
ことがあります。この段階で ldmコマンドを実行すると、コマンドがハングアップ
しているように見える可能性があります。ldmコマンドは、期待されるタスクを実行
したあとでリターンします。コマンドがリターンしたら、システムは通常どおり ldm

コマンドに応答するはずです。

回避方法:多数のドメインを同時にブートしないようにします。ただし、いくつかの
ドメインを同時にブートする必要がある場合、システムが通常の状態に戻るまで新
しい ldmコマンドを実行しないようにします。たとえば、Sun SPARC Enterprise T5140
およびT5240サーバーでは約 2分間、Sun SPARC Enterprise T5440サーバーまたは
Netra T5440サーバーでは約 4分間待機します。

Oracle Solaris 11:自動ネットワークインタフェースで構成された
ゾーンの起動に失敗することがある
バグ ID 15560811: Oracle Solaris 11では、Logical Domains仮想ネットワークデバイスの
みを含むドメインで、自動ネットワークインタフェース (anet)で構成されたゾーン
が起動に失敗することがあります。

■ 回避方法 1: 1つ以上の物理ネットワークデバイスをゲストドメインに割り当てま
す。物理NICをドメインに割り当てるには、PCIeバス割り当て、直接 I/O
(DIO)、または SR-IOV機能を使用します。

■ 回避方法 2:ゾーンの構成要件が、ゾーン間通信をドメイン内でのみ行わせること
である場合、etherstubデバイスを作成します。ゾーン構成内で etherstubデバイ
スを「lower-link」として使用し、etherstubデバイス上で仮想NICが作成される
ようにします。

■ 回避方法 3:排他的リンク割り当てを使用して、Logical Domains仮想ネットワーク
デバイスをゾーンに割り当てます。仮想ネットワークデバイスを必要に応じてド
メインに割り当てます。多数の仮想ネットワークデバイスを作成できるよう
に、inter-vnetリンクを無効にすることを選択することもできます。

Oracle Solaris 10:制御ドメインで仮想ネットワークデバイスが適
切に作成されない
バグ ID 15560201:仮想ネットワークまたは仮想ディスクデバイスをドメインに追加
したあと、ifconfigでデバイスが存在しないと表示されることがあります。この状
態は、/devicesエントリが作成されていないために発生することがあります。

この問題は通常操作時には発生しませんが、仮想ネットワークデバイスのインスタ
ンス番号が /etc/path_to_instファイルに示されているインスタンス番号と一致しな
い場合にこのエラーが検出されました。
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次に例を示します。

# ifconfig vnet0 plumb

ifconfig: plumb: vnet0: no such interface

仮想デバイスのインスタンス番号は、ldm listの出力内の「DEVICE」列の下に表示
されます。

# ldm list -o network primary

NAME

primary

MAC

00:14:4f:86:6a:64

VSW

NAME MAC NET-DEV DEVICE DEFAULT-VLAN-ID PVID VID MTU MODE

primary-vsw0 00:14:4f:f9:86:f3 nxge0 switch@0 1 1 1500

NETWORK

NAME SERVICE DEVICE MAC MODE PVID VID MTU

vnet1 primary-vsw0@primary network@0 00:14:4f:f8:76:6d 1 1500

このインスタンス番号 (ここに示す vnetおよび vswの場合は両方とも 0)と
path_to_instファイルのインスタンス番号が確実に一致するように、両方の番号を
比較できます。

# egrep ’(vnet|vsw)’ /etc/path_to_inst

"/virtual-devices@100/channel-devices@200/virtual-network-switch@0" 0 "vsw"
"/virtual-devices@100/channel-devices@200/network@0" 0 "vnet"

回避方法:インスタンス番号が一致していない場合、その仮想ネットワークまたは仮
想スイッチデバイスを削除します。次に、idプロパティーを設定することで必要な
インスタンス番号を明示的に指定し、それらをふたたび追加します。

/etc/path_to_instファイルを手動で編集することもできます。path_to_inst(4)のマ
ニュアルページを参照してください。

注意 –マニュアルページに記載されている「changes should not be made to
/etc/path_to_inst without careful consideration」という警告に注意してください。

Logical Domainsが構成されている場合に、新しく追加した
NIU/XAUIアダプタがホストOSに表示されない
バグ ID 15555509:システムに Logical Domainsが構成されている場合に別のXAUI
ネットワークカードを追加すると、マシンの電源を再投入してもそのカードは表示
されません。
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回復方法:新しく追加したXAUIが制御ドメインに表示されるようにするには、次の
手順を実行します。

1. 制御ドメインにダミー変数を設定し、クリアーします。
次のコマンドでは、fix-xauiというダミー変数を使用しています。

# ldm set-var fix-xaui=yes primary

# ldm rm-var fix-xaui primary

2. 変更した構成を SPに保存し、現在の構成を置き換えます。
次のコマンドでは構成名 config1を使用しています。

# ldm rm-spconfig config1

# ldm add-spconfig config1

3. 制御ドメインの再構成リブートを実行します。

# reboot -- -r

この時点で、新しく使用可能になったネットワークを Logical Domains用に構成で
きます。

e1000gからのブート時に I/Oドメインまたはゲストドメインでパ
ニックが発生する
バグ ID 15543982: Sun Fire T5240などのシステムでは、専用 PCI-Eルートコンプ
レックスで最大 2つのドメインを構成できます。このようなシステムには、2つの
UltraSPARC T2 Plus CPUと 2つの I/Oルートコンプレックスが装備されています。

pci@500と pci@400が、システムの 2つのルートコンプレックスです。primaryドメイ
ンには、少なくとも 1つのルートコンプレックスが必ず含まれます。2つ目のドメイ
ンは、割り当てまたはバインドされていないルートコンプレックスを使用して構成
できます。

pci@400ファブリック (またはリーフ)には、オンボード e1000gネットワークカード
が備わっています。次の状況では、ドメインでパニックが発生する場合がありま
す。

■ システムが pci@500を含む primaryドメインと pci@400を含む 2つ目のドメインで
構成されている場合

注 –一部のブレードでは、primaryドメイン (システムディスク)がデフォルトで
pci@400バス上にあります。

■ 2つ目のドメインのブートに、pci@400ファブリック上の e1000gデバイスが使用
される
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次のネットワークデバイスが primary以外のドメインに構成されている場合、これら
のデバイスを避けてください。

/pci@400/pci@0/pci@c/network@0,1

/pci@400/pci@0/pci@c/network@0

これらの条件に該当する場合、PCI-Eの致命的エラーが発生し、そのドメインでパ
ニックが発生します。

このような構成を避けるか、またはこのような構成を使用している場合は、示され
ているデバイスからブートしないでください。

明示的なコンソールグループおよびポートのバインドが移行され
ない
バグ ID 15527921:移行中、明示的に割り当てられたコンソールグループおよび
ポートはすべて無視され、デフォルトのプロパティーを持つコンソールが
ターゲットドメインに作成されます。このコンソールは、コンソールグループとし
てターゲットドメイン名を使用し、制御ドメインの最初の仮想コンソール端末集配
信装置 (vcc)デバイスの使用可能ポートを使用して作成されます。デフォルトのグ
ループ名と競合する場合、移行は失敗します。

回復方法:移行後に明示的なコンソールプロパティーを復元するには、ターゲットド
メインのバインドを解除し、ldm set-vconsコマンドを使用して目的のプロパ
ティーを手動で設定します。

ターゲットのvdsdevのバックエンドが異なっていても移行が失
敗しない
バグ ID 15523133:ターゲットマシンの仮想ディスクが指しているディスクバックエ
ンドがソースマシンで使用されているものとは異なる場合は、移行されたドメイン
がそのディスクバックエンドを使用して仮想ディスクにアクセスすることはできま
せん。そのドメインの仮想ディスクにアクセスすると、ハングアップする可能性が
あります。

現時点では、Logical Domains Managerが確認するのは仮想ディスクのボリューム名が
ソースマシンとターゲットマシンで一致しているかどうかだけです。このとき
に、ディスクのバックエンドが一致していなくてもエラーメッセージは表示されま
せん。

回避方法:移行されたドメインを受け取るターゲットドメインを構成するとき
に、ディスクボリューム (vdsdev)が、ソースドメインで使用されているディスク
バックエンドと一致していることを確認します。
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回復方法:ターゲットマシン上の仮想ディスクデバイスが誤ったディスクバックエン
ドを指していることがわかった場合は、次のいずれかの処理を実行します。

■ ドメインを移行し、vdsdevを修正します。

1. ドメインを移行してソースマシンに戻します。
2. ターゲットの vdsdevが正しいディスクバックエンドを指すように修正しま
す。

3. ドメインをターゲットマシンに再度移行します。
■ ターゲットでドメインを停止し、バインドを解除して、vdsdevを修正します。OS
で仮想 I/O動的再構成がサポートされており、誤った仮想ディスクがドメインで
使用中でない場合、つまりブートディスクではなくマウントが解除されている場
合は、次の手順を実行します。

1. ldm rm-vdiskコマンドを使用してディスクを削除します。
2. vdsdevを修正します。
3. ldm add-vdiskコマンドを使用して仮想ディスクをふたたび追加します。

ターゲットに使用可能なメモリーが十分にある場合でも、移行で
メモリーのバインドに失敗することがある
バグ ID 15523120:特定の状況では、移行が失敗し、ソースドメインに必要なメモ
リーをバインドできなかったことが ldmdで報告される場合があります。この状況
は、ターゲットマシンで使用可能なメモリーの合計容量がソースドメインで使用さ
れているメモリー容量より多い場合でも発生することがあります。

この障害は、ソースドメインで使用されている特定のメモリー範囲を移行するに
は、ターゲットでもそれに対応するメモリー範囲が使用可能である必要があるため
に発生します。ソースのメモリー範囲に対応するメモリー範囲が見つからない場
合、移行は続行できません。

回復方法:この状況が発生した場合は、ターゲットマシンのメモリー使用量を変更す
ると、ドメインを移行できるようになることがあります。この操作を行うに
は、ターゲットでバインドされている、またはアクティブな論理ドメインのバイン
ドを解除します。

使用可能なメモリーとその使用状況を確認するには、ldm list-devices -a mem コマ
ンドを使用してください。また、別のドメインへのメモリーの割り当て量を減らす
必要があることもあります。

マシンがネットワーク接続されていない場合にNISクライアント
が実行されていると、Logical Domains Managerが起動しない
バグ ID 15518409:マシンにネットワークが構成されていない場合にネットワーク情
報サービス (Network Information Service、NIS)クライアントが実行されている
と、Logical Domains Managerが起動しません。
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回避方法:ネットワークに接続されていないマシン上のNISクライアントを無効にし
ます。

# svcadm disable nis/client

移行されたドメインが、すでにブートされているにもかかわらず
Logical Domains Managerには「移行」状態と表示される
バグ ID 15516245:アクティブな論理ドメインが、ブートしてから長時間が経過して
いたり、ドメイン移行の完了後であるにもかかわらず、通常の状態ではなく移行状
態として表示されることがあります。この不具合が問題を引き起こすことはな
く、ドメインは正常に動作しています。設定されているフラグを確認するには、ldm

list -l -pコマンド出力の flagsフィールドを確認するか、あるいは ldm listコマン
ドの FLAGSフィールドを確認します。このフィールドには、通常の場合は
-n----、移行の場合は -t----と表示されます。

回復方法:次回のリブート後に、ドメインの正しい状態が表示されます。

vntsdを再起動しないかぎり、移行したドメインのコンソールに
接続できない
バグ ID 15513998:ドメインの移行後、そのドメインのコンソールに接続できない場
合があります。

回避方法:コンソールに接続できるようにするには、vntsd SMFサービスを再起動し
ます。

# svcadm restart vntsd

注 –このコマンドは、アクティブなすべてのコンソール接続を切断します。

Logical Domainsシステムから uadmin 1 0コマンドを実行する
と、システムがOKプロンプトに戻らないことがある
バグ ID 15511551: Logical Domainsシステムのコマンド行から uadmin 1 0コマンドを
実行すると、それ以降のリセットでシステムが okプロンプトに戻らない場合があり
ます。この誤った動作は、Logical Domains変数 auto-reboot?が trueに設定されてい
る場合にのみ発生します。auto-reboot?が falseに設定されている場合は、期待どお
りに動作します。

回避方法:代わりに次のコマンドを使用します。

uadmin 2 0
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または、常に auto-reboot?を falseに設定して実行するようにします。

Logical Domains Managerによるドメインの停止に15分以上かか
ることがある
バグ ID 15505014: CPUが 1つのみでメモリーが大容量の構成では、ドメインの停止
またはメモリーのスクラブに 15分以上かかることがあります。停止の際、ドメイン
のCPUはそのドメインが所有するすべてのメモリーをスクラブするために使用され
ます。CPUが 1つのみでメモリーが 512Gバイトのドメインのように不均衡な構成で
は、スクラブの完了までに非常に長い時間がかかる場合があります。スクラブ時間
が長くなると、ドメインの停止に必要な時間も長くなります。

回避方法:大容量メモリー構成 (>100Gバイト)では必ず、少なくとも 1つのコアが存
在するようにします。

Oracle Solaris 10 5/08 OSがサービスドメインにインストールされ
ている場合に、そのドメインがサービスを提供している任意のゲ
ストドメインでOracle Solaris 10 8/07 OSのネットワークブートを
試みると、インストールがハングアップすることがある
バグ ID 15482406: Oracle Solaris 10 5/08 OSが動作しているサービスドメインによって
サービスが提供されている任意のゲストドメインで、Oracle Solaris 10 8/07 OSの
ネットワークブートを試みると、インストール中にゲストドメインでハングアップ
が発生することがあります。

回避方法: Oracle Solaris 10 8/07 OSネットインストールイメージのミニルートにパッチ
ID 127111-05を適用します。

SCまたは SPのリセット後、scadmコマンドがハングアップする
ことがある
バグ ID 15469227: SCリセットのあとに、Solaris 10 11/06 OS以降が動作している制御
ドメイン上で scadmコマンドがハングアップすることがあります。SCのリセット
後、システムは適切に接続を再確立できません。

回避方法:ホストをリブートして SCとの接続を再確立します。

回復方法:ホストをリブートして SCとの接続を再確立します。

共通コンソールグループ内で複数ドメインを同時にネットインス
トールすると失敗する
バグ ID 15453968:共通のコンソールグループを持つシステムで、複数のゲストドメ
インのネットインストールを同時に実行すると失敗します。
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回避方法:それぞれ固有のコンソールグループを持つゲストドメインでのみネットイ
ンストールを実行してください。この障害は、ネットインストールを行う複数のド
メイン間で共有される、共通のコンソールグループを使用するドメインでのみ発生
します。

ldc_close:(0xb) unregister failed, 11警告メッセージ
バグ ID 15426914:次の警告メッセージがシステムコンソールまたはシステムログに
表示されることがあります。

ldc_close: (0xb) unregister failed, 11

丸括弧内の番号はOracle Solaris内部チャネル番号であり、警告メッセージごとに異
なる可能性があります。

回避方法:このメッセージは無視してかまいません。

DHCPを使用している同一ネットワーク上で、ゲストドメインに
構成された仮想ネットワークが多すぎると、ゲストドメインが応
答しなくなることがある
バグ ID 15422900:動的ホスト構成プロトコル (Dynamic Host Configuration
Protocol、DHCP)を使用している同一ネットワーク上で、ゲストドメインに 5つ以上
の仮想ネットワーク (vnet)を構成すると、ネットワークトラフィックの実行中
に、ゲストドメインが最終的に応答しなくなることがあります。

回避方法:インタフェースが 8個ある場合、ip_ire_min_bucket_cntと
ip_ire_max_bucket_cntを 32などの大きな値に設定します。

回復方法:問題のゲストドメイン (ldom)上で、ldm stop-domain ldomコマンドを発行
したあと、ldm start-domain ldomコマンドを発行します。

Logical Domains Managerの実行中に、eepromコマンドに
よって、OpenBoot PROM変数を変更できない
バグ ID 15387338:この問題の概要は30ページの「Logical Domains変数の持続性」で
説明していますが、この問題は制御ドメインにのみ影響します。

Logical Domains実行中にセキュリティーキーを設定できない
バグ ID 15370442: Logical Domains環境では、広域ネットワーク (WAN)ブートキーの
設定または削除をOracle Solaris OS内から、ickey(1M)コマンドを使用して行うこと
はサポートされていません。ickey操作はすべて失敗し、次のようなエラーが表示さ
れます。
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ickey: setkey: ioctl: I/O error

また、制御ドメイン以外の論理ドメインでOpenBootファームウェアを使用して設定
されたWANブートキーは、ドメインをリブートすると記憶されていません。これら
のドメインでは、OpenBootファームウェアで設定したキーは 1回の使用でのみ有効
です。

ldm stop-domainコマンドの動作がわかりにくいことがある
バグ ID 15368170: ldm stop-domainコマンドの動作がわかりにくい場合があります。

# ldm stop-domain -f ldom

ドメインにカーネルモジュールデバッガ kmdb(1)のプロンプトが表示されている場
合、ldm stop-domainコマンドが失敗し、次のエラーメッセージが表示されます。

LDom <domain-name> stop notification failed

ドキュメントの誤り
このセクションでは、発見が遅れたためにOracle VM Server for SPARC 3.0リリースで
は解決できなかったドキュメントのエラーを示します。

ldm(1M)のマニュアルページ: I/O仮想化コマンドを使用しても遅
延再構成が自動的に開始されない
ldm(1M)のマニュアルページの複数箇所で、I/O仮想化コマンドを使用すれば自動的
に遅延再構成が開始されると記述されています。これは事実ではありません。必要
な場合に、遅延再構成を手動で開始する必要があります。

ldm(1M)のマニュアルページ:仮想機能の動的作成はサポートされ
ていない
ldm(1M)のマニュアルページの仮想機能の作成に関するセクションでは、「仮想機能
を動的に作成するには、必ず親ルートコンプレックスに iovプロパティーを設定し
てください」と記述されています。Oracle VM Server for SPARC 3.0リリースでは、こ
の機能はサポートされていません。

ldm(1M)のマニュアルページ: ldm add-spconfig -rのみが手動復旧
を実行する
ldm(1M)のマニュアルページの -rオプションの説明では、現時点
で、add-spconfig、list-spconfig、および remove-spconfigサブコマンドが、このオ

既知の問題

Oracle VM Server for SPARC 3.0リリースノート • 2013年 5月84

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26505&id=REFMAN1kmdb-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38737&id=LDSRMldm-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38737&id=LDSRMldm-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38737&id=LDSRMldm-1m


プションを使用して手動復旧を実行すると記述されています。これは事実ではあり
ません。手動復旧を実行するために使用可能なコマンドは、ldm add-spconfig -r だ
けです。

移行におけるその他の制限
Fujitsu M10システムでは、次の制限が『Oracle VM Server for SPARC 3.0管理ガイ
ド』の「OpenBoot PROMからまたはカーネルデバッガで実行中のドメインの移
行」で説明する情報より優先されます。

移行するドメインがOpenBootまたはカーネルデバッガ (kmdb)で実行してお
り、ソースマシンまたはターゲットマシンが Fujitsu M10システムである場合、移行
の試みは常に失敗します。移行するドメインに単一のCPUしかない場合、次のエ
ラーメッセージが表示されることがあります。

# ldm migrate ldg1 system2

Non-cooperative migration is not supported on this platform.

解決済みの問題
Oracle VM Server for SPARC 3.0ソフトウェアリリースでは次のRFEおよびバグが修正
されています。

6773569 RFE:保存した構成に制約データベースを関連付ける必要がある

6885505 RFE:ドメインの移行は PMエラスティックモードで機能するべきである

885507 RFE: DRMは PMエラスティックモードで機能するべきである

908016 RFE: ldm stopは Solarisの正常なシャットダウンをトリガーするべきであ
る

963878 RFE: LDomsゲストドメインの電源使用量を取得する方法が必要である

968937 ldm remove-reconfの引数には複数のゲストを受け入れるべきではない

973950 RFE: Logical Domains ManagerではXML v2インタフェースが非推奨である

978306 RFE:直接 I/Oおよび IOVは primary以外のルートドメインでサポートさ
れる

978990 PMの最大値は <= DRMである必要がある。DRMでは割り当て済みの正
規化された利用率が使用され、PMではアクティブな正規化された利用率
が使用される

6978992 ドメインをバインドすると、メモリーとCPUが同じCPUソケットを占
有するべきである

6979530 ldm lsは正規化された利用率情報をレポートするべきである
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6987355 RFE: LDomsは動的 SR-IOVでサポートされる

7022157 利用率のインタフェースでは、平均の履歴時間を指定できるべきである

7041077 LDomsでは、影響の小さい PM状態のみを許可する新しい PMポリ
シーがサポートされている

7045735 RFE:ボードのDRポリシーエンジンはCPUとメモリーリソースで機能す
る

7048756 RFE: Dynamic Direct IO (DDIO)は Logical Domains Managerでサポートされ
ている

7056931 ドキュメントに「遅延再構成中はスレッドを変更しないでください」と
明示的に記述されるべきである

7058702 ゲストの物理ディスクの使用時に primaryドメインおよびゲストドメイン
のディスクが破損する

7061067 RFE:ブートセット再設計のサポート

7066689 RFE: SR-IOV用の遅延再構成の拡張

7079864 RFE: LDomsにおける物理ドメインDRのサポート

7082776 RFE: S11では LDoms MIBのサポートが必要である

7095265 RFE:アフィニティーエンジンに対してCPU電源領域について説明する

7099222 RFE: Logical Domains ManagerはボードDR、PM、および FMAのために
PRIの更新を受け入れる必要がある

7107827 遅延再構成を取り消しても extended-mapin-spaceの値が復元されない

7108333 RFE:障害管理に対するボードDRのブラックリスト退避のサポート

7117133 遅延再構成の extended-mapin-spaceパラメータの設定と取り消しを繰り返
すとプライマリでパニックが発生する

7121052 コードベースでDRベースの電源管理に対する不必要なサポートを消去
する

7121968 リマインダまたは使用されていない割り込みリソースを primaryドメイン
に割り当てる

7125579 ldmは ldg起動の失敗時に 0を返す

7129548 以前に存在しなかった場合に、バインドされたドメインのMDにUUID
がすぐに保存されない

7130425 parse_mblock_strでメモリーリークが発生する

7130693 CPUの変更がない場合に、コア全体が正常に処理されない
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7130880 RFE:ルートコンプレックスで IOV機能を有効にするための rc-add-policy
および iov=on/offオプション

7130886 RFE:ボードDRによるルートコンプレックスの削除/復元の順序付け

7130892 RFE:ボードDRによる退避された I/O制約の追跡

7130897 RFE: I/O構成に対する復旧モードのサポート

7131283 Oracle VM Server for SPARC 2.2のマニュアルページを追加する

7131323 ターゲットで対応するコアがビジー状態または存在しない場合に、名前
付きコアドメインの移行に失敗する

7131616 RFE: PMで一貫性のあるリンクノードを作成し、常にバインドされてい
ることをレポートするように PMを変更する

7131701 アクティブなドメインから最後の暗号化を削除できなかったためにCPU
DRがスキップされる

7133098 set-vcpuのみが名前付きコアで機能するべきである (add|set|rm-vcpu -cと
同期していない add|set|rm-coreに加えて)

7133885 s10u9_14aが実行されているシステムで ldmdによりコアダンプ
(do_hv_pm_aync)が発生する

7133898 PM:無効な SP予算文字列から保護するための防御的なコードを追加する

7134203 'ldm init-system -r -i filename.xml'が使用されると SDIOの構成が適切に再構
築されない

7138875 SVMソフトパーティションで P2Vが適切に失敗しない

7141650 MIB: ldomVdsdevTableに vdsdevの詳細が 2回表示される

7141913 set-vcpuによって遅延再構成がトリガーされると、冗長する出力
メッセージが表示されることがある

7142319 遅延再構成の取り消し後にVFをプライマリドメインに追加できない

7143201 MAUを含むゲストからMAUを含まないプラットフォームへのクロス
CPU移行が失敗する

7143228 RFE: LDomsでは移行後もコア全体の制約が保持されるべきである

7143721 これ以上Virtを作成できない。Java APIで切り替える。XMPPドライバは
その処理を拒否する

7144570 Logical Domains Manager 2.2システムから 2.1システムへの移行に失敗する
ことがある

7145279 LDoms 2.1 SDIOの構成が存在すると LDoms2.2_19 Logical Domains Manager
がクラッシュする
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7145332 ldoms_2.2で ldm ls-io -pリストが変更されたため、既存の自動化が正常に
動作しない

7145927 ldmdの実行時に、OSプロンプトで eepromコマンドによって変更された
LDoms変数が保持されないことがある

7146256 LDoms/SR-IOV: ConnectXデバイスの名前「IOVGEN」を改善するべきで
ある

7146294 LDoms/PMで連続しないCPUチップ IDは処理されず、ノード上のすべ
てのストランドの保留が試みられる

7146725 'ldm init-system -r -i filename.xml'を実行してもプライマリがリブートしな
い

7146726 ターゲットで vdsdevが見つからない場合に誤ったエラーメッセージ:移行
が進行中

7147314 ldmでは空のバックエンド名が許可されるべきでない

7148196 Parfait 0.5では pm_pap_sat.cに二重解放が捕獲され、さまざまなファイル
で複数のファイル記述子のリークが発生する

7148225 コア全体の制約を含むドメインの 2.2から 2.1パッチへの移行に失敗する

7148403 バスに対して ldm list-io -l -pを使用すると、<device>, <alias>ではなく
<device>, <device>と表示される

7149350 RFE: Logical Domains Managerで最初のゲストが作成されたときに、SPに
シグナルを送る必要がある

7150238 制約なしの ldomsmanagerを許可するために、ldoms-incorporationに
facet.version-lockを設定する必要がある

7151100 mblockの構成が若干高い場合、または PAバインドリストの順序が正し
くない場合に、アサートが発生することがある

7151870 2.2 IPSマニフェストに日本語のマニュアルページを追加する必要がある

7151952 XMLパーサーを強化する必要がある (FUZZテスト)

7152464 保存済みの最大ドメイン SP構成でT3-2の電源投入を試みると、「無効
なHV MDの内容」による異常終了が見られる

7152717 LDomsのマニュアルページがすべて「SunOS 5.10」に言及している (S11
の場合でも)

7153153 コア全体の制約の前にスレッドが正しくないと、マシンがハングアップ
するようである

7153753 アフィニティーバインドによってメモリー選択のための PM機能が呼び
出されるべきである
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7154009 VFデバイスを持つゲストドメインのXML表現でVFが制約として保存さ
れない

7154012 ldm list-constraintsの解析可能な出力に、デバイスの別名を示す「dev」が
含まれ、デバイスパスがない

7154306 有効な自動保存がない場合に、'ldm list-spconfig -r'で「No autosave
configurations」というメッセージが返されることがある

7155044 遅延再構成操作で extended-mapin-spaceの設定と取り消しを繰り返す
と、ldmdが強制終了し、再起動する

7155057 quickSuite.py “ldm bind ldg8”が「Power Management Failure」で失敗する

7155349 サポートされる最大値を超える数値にユニキャストスロットを設定する
と、0にリセットされる

7155386 ldm init-systemコマンドで「ディスクサーバーが見つからない」というエ
ラーがレポートされる

7156143 ページリタイアリクエストに失敗した場合、ldmdが失敗メッセージを
fmdに返すべきである

7156367 pm_testlibでメモリーリークが発生する

7156537 Ldoms VCPUの設定中に「Solaris_audit au_write bad audit descriptor: Bad file
number」が見つかった

7156665 電源再投入で工場出荷時のデフォルトにブートすると、「fatal error: Frag
HV MD assign failed」で ldmdがクラッシュする。

7157901 ldmp2vの収集フェーズでは、ゾーンのステータスをより厳しくチェック
する必要がある

7158112 Logical Domains Manager見せかけの警告: '_sys_'/HV MDメモリーサイズの
不一致に断片の割り当て、XがYであるべきと要求

7159011 M5/T5: Logical Domains Managerの起動時に移行の初期化に失敗する

7159667 システムで LDCが足りなくなったあとに vnetをさらに追加すると、ldmd
SEGVがクラッシュし、再起動する

7160362 タイムアウト値を減らしたため、ldmdで大きな構成の spconfigの保存に
失敗する

7160502 一部のCPUストランドで ILOMを無効にした場合に、ゲストドメイン
を「再バインド」できない

7160611 パッケージ system/ldoms/ldomsmanagerで破損した symlinkが提供される

7165101 rm-ioで遅延再構成を取り消そうとすると、ldmdでコアダンプが発生
し、保守モードになる
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7165182 RFE:承認機能を可観測性モジュールに追加する

7165765 Logical Domains ManagerはDRM/PMにVCPUの正規化された利用率
データを提供するべきである

7167990 ldmdの再起動後に遅延再構成タイプが永続しない

7170494 RFE:すべてのゲストコンソールメッセージを記録するための LDomsの機
能

7171249 ゲストドメインにカードが割り当てられたあとにも (DIO)、ldm ls-io出力
にNiantic PFが不正に表示される

7171751 threading=max-ipcが指定されたアイドル状態のドメインの利用率が 88%
と表示される

7171754 v3のバージョンでXML/XMPP v2の内容を送信すると、ldmdでコアダン
プが発生する

7172993 RFE: Logical Domains Managerにプラットフォーム固有の共有オブジェク
トモジュールに対するサポートを追加する

7173266 Logical Domains Managerの再起動時に、threading=max-ipcが指定された
ドメインでVCPUが失われる

7173298 IOドメインの断片の割り当てに失敗すると、Logical Domains Managerが
強制終了する

7174142 メモリーの電源管理のためにmblockノードに
pm-address-congruence-offsetプロパティーを追加する

7174287 vnetの更新を追加しても、ldomVnetChangeトラップが生成されない

7174429 強化: strcpyの使用を strlcpyで置き換える

7175045 境界ケースで {add|rm}-core操作が試みられると、ldmdでコアダンプが発
生する

7175088 ldm set-vconsを使用してグループ名を変更したあと
に、ldomVconsGroupNameに古い情報が表示される

7175500 SNMP MIB機能で新しいユーザー名が安全な方法で処理されない

7175682 DIOV: diov以外の FWを使用すると、remove-io <slot> primaryでは動的に
スロットが削除されるべきではない

7175721 LDoms 2.2管理ガイド: MIBツリーに ldomMIBが見つからない

7176144 Oracle VM Server for SPARC 2.2で SNMP MIBについての説明がない

7176492 RFE: LDoms PMはRTLをロード可能な外部共有オブジェクトである必要
がある
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7177033 mib/*.cから strcpyを削除する

7177928 RFE: OVMで Fujitsu M10ゲストドメインのエラー通知機能がサポートさ
れる

7177931 RFE: Fujitsu M10システム上の SPARCのOVMによるキャパシティーオン
デマンド

7177934 RFE: HVデバッグのサポート

7177935 RFE: XSCFで PCI-Expressカードの情報収集がサポートされる

7177936 RFE: OVM Fujitsu M10電源管理のサポート

7177938 RFE: Fujitsu M10 OVM上のRAS機能のサポート

7177940 RFE: Fujitsu M10 OVMは SPによって起動された順序付きシャットダウン
をサポートする

7177942 RFE: OVM Fujitsu M10システムコアのサポート

7178111 制約データベースは特殊文字をエンコードする必要がある

7178596 set-coreは失敗時に、使用可能なコアの合計数が間違っているメッセージ
を表示する

7178739 XML list-constraintsの出力は特殊文字をエンコードする必要がある

7178785 OSが S10以外の場合、install-ldmは警告を出力し、終了するべきである

7179408 「すべてのドメインコンソールを制御する方法」の LDomsドキュメント
が正確でない

7180788 RFE: MIB用の IPSパッケージを作成し、ライブラリをテストする

7181593 Parfait 1.0では、Logical Domains Managerコードベースでファイルおよび
メモリーリークのエラーがレポートされる

7181955 RFE: Fujitsu M10サーバーとTシリーズ間でCPU間の移行がサポートされ
る

7182069 vnet MTUを変更しても、どのMIBトラップもトリガーされない

7182744 vsw mtu、vlan、および inter-vnet-linkを変更すると、トラップのトリ
ガーに失敗する

7182786 LDOMSAG:第 1章サービスドメインを少し修正する必要がある

7182849 LDOMSAG: ISOイメージの追加

7182850 LDOMSAG: ldm inter-vnet-linkプロパティー

7185428 ボードの退避によって破棄された vfのデバイス固有のプロパティーを保
存または復元する必要がある
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7186029 PMポリシー制約の値を調整する

7186242 CMUの追加操作後に、ldm ls-devices -a coreで順序が正しくないコア IDが
表示される

7186417 ldmp2v collectが強制終了したときに、S11でサポートされていないと表示
される代わりに、patchaddが見つからないと表示される

7186631 MDダウンロードの時間が長すぎるため、Solaris 'eeprom'コマンドがタイ
ムアウトになる

7186982 RFE: Logical Domains Managerのクラッシュ復旧サブシステム

7187295 “ldm set-mem --auto-adj 4G primary”で 4Gに近いメモリーの調整に失敗
し、すべてのメモリーが使用中であると表示される

7187491 RFE:ファンおよびメモリーの消費電力データを可観測性モジュールに追
加する

7187519 mblockの使用時/未使用時に、Logical Domains Managerの断片コードは
PMに通知するべきである

7187777 管理または移行における問題

7188024 単体テスト hg repoを Logical Domains Managerソース hg repoにマージする

7188703 XML & XMPP用のDBGマクロを追加し、一般的なXMLデバッグ出力を
改善する

7188743 エラーに対する強化のためのXMPPコードのその他各種のクリーン
アップ

7189524 ゲストリブートのシナリオの場合の、ボードDRのブラックリストで退
避完了のクリーンアップの保留

7189675 pkg:/group/system/solaris-large-serverを含むOPLシステムがインストール
後に svcs -x cleanしない

7190460 ldmdの失敗:致命的エラー: ldomcli/vcpu_cmds.cの 274で負のサイズ (-160)
の xmalloc

7190896 順序付けイベントのいずれかに失敗すると、DR順序付けがクリーン
アップに失敗する

7191196 プライマリには threading=max-ipcが構成されているが、遅延再構成時に
コア全体の制約が設定されない

7191523 RFE: list-ioコマンド出力を大規模システム向けに改善する必要がある

7191957 SysFW 8.4.0がインストールされているT4で ldm add-config -rに失敗する

7192032 Fujitsu M10で frag_pri_reloc()がコアダンプを生成する
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7192369 ゲストを作成すると (start -i <file>)、ldmdでコアダンプが発生し、複数の
ゲストドメインの作成に失敗した

7193510 遅延再構成時に pmi_boottime_var_add()が LDomsデータベースを追加す
る

7194230 デフォルトで ldmd/hopsを '0'に設定することがチェックなしを意味しな
いことをドキュメントに明示する

7195014 無効からエラスティックポリシーへの移行中は、アクティブな PMポリ
シーが設定されない

7195112 ldm_add_pciedev()から互換性のない型が返される

7195243 退避された IOドメインの再生成が不十分である

7195390 IB SR-IOV: IB SR-IOV物理機能からVFを作成すると、ldmdでク
ラッシュが発生する

7196466 PM sample_timeの計算でオーバーフローが発生することがある

7196473 コア全体を含まないドメインに対する ls-constraints CORE COUNTは意味
を成さない

7196990 新しい vnetの移行または追加中に、論理ドメインでMACアドレスの競
合が発生する

7197678 RFE: OVMMのライブ移行をサポートするために、Crossbowで 1ネット
ワークアダプタあたりに複数の vsvを許可する

7198401 iov_bind_vfs (iov_cmd.c)でメモリーリークが発生する

7198668 dr_mem?dr_mem_configure+0x94の実行中にゲストドメインでパニックが
発生する

7198799 handle_mac_response_msgと get_remote_ip_addr間で競合状態が発生する

7199008 ドメインにコア全体の制約が設定されていない場合は、add-coreおよび
rm-coreに失敗するべきである

7199578 警告: md_notify_guest_state:予期しない結果 2。最初のゲストが作成され
たことを SPに通知できない

7199876 警告: HVゲストの起動操作に失敗した (7)

7199933 RFE: ovs-agent用のプラットフォーム情報ツール

7201510 Fujitsu M10 PMの SNMP OIDが正しくない

7201512 skip_mblock_tの定義がmblock_tと一致しない
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